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ホワイトペーパー 

FUJITSU Server PRIMERGY 
パフォーマンスレポート PRIMERGY RX2530 M1 

本書では、FUJITSU Server PRIMERGY RX2530 M1 で実行したベンチマークの概要につ

いて説明します。 

PRIMERGY RX2530 M1 のパフォーマンスデータを、他の PRIMERGY モデルと比較して

説明しています。ベンチマーク結果に加え、ベンチマークごとの説明およびベンチマーク

環境の説明も掲載しています。 
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ドキュメントの履歴 

バージョン 1.0（2015-02-09） 

新規： 

 製品データ 

 SPECpower_ssj2008 

Xeon E5-2699 v3 で測定 

 ディスク I/O：RAID コントローラーのパフォーマンス 

「Intel C610上の LSI SW RAID（オンボード SATA）」、「PRAID CP400i」、「PRAID EP400i」、

「PRAID EP420i」の各コントローラーで測定 

 OLTP-2 

Intel
®
 Xeon

®
 Processor E5-2600 v3 Product Family で測定 

 vServCon 

Intel
®
 Xeon

®
 Processor E5-2600 v3 Product Family で測定 

 VMmark V2 

Xeon E5-2699 v3 で「Performance Only」で測定 

Xeon E5-2699 v3で「Performance with Server Power」で測定 

Xeon E5-2699 v3で「Performance with Server and Storage Power」で測定 

バージョン 1.1（2015-04-15） 

新規： 

 SPECcpu2006 

Intel
®
 Xeon

®
 Processor E5-2600 v3 Product Family で測定 

 STREAM 

Intel
®
 Xeon

®
 Processor E5-2600 v3 Product Family で測定 

 LINPACK 

Intel
®
 Xeon

®
 Processor E5-2600 v3 Product Family で測定 

バージョン 1.2（2015-07-30） 

更新： 

 製品データ 

メモリモジュール 64GB (1x64GB) 4Rx4 DDR4-2133 LR ECC の追加 

 ディスク I/O：RAID コントローラーのパフォーマンス 

「Intel C610上の LSI SW RAID（オンボード SATA）での 2番目のコントローラインスタンスの追

加 

 STREAM 

Xeon E5-2603 v3 で測定 

 LINPACK 

Xeon E5-2667 v3 および E5-2697 v3 で測定 

  

http://jp.fujitsu.com/primergy
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製品データ 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

本書では、内蔵ストレージの容量を示す場合は 10のべき乗（例：1 GB = 10
9 
バイト）、キャッシュやメモ

リモジュールの容量を示す場合は 2 のべき乗（例：1 GB = 2
30

 バイト）で表記しています。その他の例外的

な表記をする場合は、別途明記します。 

 

モデル PRIMERGY RX2530 M1 

モデルバージョン 

PY RX2530 M1 4x 3.5" 

PY RX2530 M1 4x 2.5" expandable 

PY RX2530 M1 10x 2.5" 

形状 ラック型サーバ 

チップセット Intel
®
 C612 

ソケット数 2 

構成可能なプロセッサ数 1、2 

プロセッサタイプ Intel
®
 Xeon

®
 Processor E5-2600 v3 Product Family 

メモリスロットの数 24（プロセッサあたり 12） 

最大メモリ構成 1536 GB 

オンボード HDD コントローラー RAID（0、1、10）機能付きコントローラー（最大 8 台の SATA HDD に対応） 

PCI スロット 
PCI-Express 3.0 x8 × 2 
PCI-Express 3.0 x16 × 2 

最大内蔵ハードディスクの数 
PY RX2530 M1 4x 3.5": 4 
PY RX2530 M1 4x 2.5" expandable: 8 
PY RX2530 M1 10x 2.5": 10 

  

PRIMERGY RX2530 M1 
PY RX2530 M1 4x 3.5" 

PRIMERGY RX2530 M1 
PY RX2530 M1 10x 2.5" 

http://jp.fujitsu.com/primergy
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プロセッサ（システムリリース以降） 

プロセッサ 

コ
ア
数

 

ス
レ
ッ
ド
数

 キャッシュ 

 
 
 

[MB] 

QPI 

スピード 

 
 

[GT/s] 

定格周波数 

 
 
 

[GHz] 

最大ターボ 

周波数 

 
 

[GHz] 

最大メモリ 

周波数 

 
 

[MHz] 

TDP 
 
 
 

[W] 

Xeon E5-2623 v3 4 8 10 8.00 3.00 3.50 1866 105 

Xeon E5-2637 v3 4 8 15 9.60 3.50 3.70 2133 135 

         
Xeon E5-2603 v3 6 6 15 6.40 1.60 該当せず 1600 85 

Xeon E5-2609 v3 6 6 15 6.40 1.90 該当せず 1600 85 

Xeon E5-2620 v3 6 12 15 8.00 2.40 3.20 1866 85 

Xeon E5-2643 v3 6 12 20 9.60 3.40 3.70 2133 135 

         
Xeon E5-2630L v3 8 16 20 8.00 1.80 2.90 1866 55 

Xeon E5-2630 v3 8 16 20 8.00 2.40 3.20 1866 85 

Xeon E5-2640 v3 8 16 20 8.00 2.60 3.40 1866 90 

Xeon E5-2667 v3 8 16 20 9.60 3.20 3.60 2133 135 

         
Xeon E5-2650 v3 10 20 25 9.60 2.30 3.00 2133 105 

Xeon E5-2660 v3 10 20 25 9.60 2.60 3.3 2133 105 

         
Xeon E5-2650L v3 12 24 30 9.60 1.80 2.50 2133 65 

Xeon E5-2670 v3 12 24 30 9.60 2.30 3.10 2133 120 

Xeon E5-2680 v3 12 24 30 9.60 2.50 3.30 2133 120 

Xeon E5-2690 v3 12 24 30 9.60 2.60 3.50 2133 135 

         
Xeon E5-2683 v3 14 28 35 9.60 2.00 3.00 2133 120 

Xeon E5-2695 v3 14 28 35 9.60 2.30 3.30 2133 120 

Xeon E5-2697 v3 14 28 35 9.60 2.60 3.60 2133 145 

         
Xeon E5-2698 v3 16 32 40 9.60 2.30 3.60 2133 135 

         
Xeon E5-2699 v3 18 36 45 9.60 2.30 3.60 2133 145 

 

PRIMERGY RX2530 M1 と一緒にオーダーできるプロセッサは、Xeon E5-2603 v3 および Xeon E5-2609 v3 

を除いて、すべて、Intel
®
 Turbo Boost Technology 2.0 をサポートしています。このテクノロジーにより、

公称周波数より高い周波数でのプロセッサの動作が可能になります。プロセッサ表に記載された「最大 タ

ーボ周波数」は、アクティブなコアが 1 つしかないプロセッサあたりの最大周波数の理論値です。実際に達

成可能な最大周波数は、アクティブなコアの数、電流消費、電力消費、およびプロセッサの温度によって異

なります。 

原則として、Intel では最大ターボ周波数を達成することは保証していません。これは製造上の公差に関係す

るもので、プロセッサモデルごとのパフォーマンスでは差異が生じます。差異の範囲は、公称周波数と最大

ターボ周波数のすべてを含む範囲が対象になります。 

ターボ機能は  BIOS オプションで設定できます。通常は、［Turbo Mode］オプションを標準設定の

［Enabled］に設定して、周波数を高くすることでパフォーマンスを大きく向上させることを推奨していま

す。ただし、高周波数は一般的条件によって異なり、常に保証されるものではないため、AVX 命令を集中

的に使用し、クロックユニットあたりの命令数が多いだけでなく、一定のパフォーマンスや低電力消費を必

要とするようなアプリケーションシナリオでは、［Turbo Mode］オプションを無効にしておく方がメリッ

トがある場合もあります。 
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メモリモジュール（システムリリース以降） 

メモリモジュール 

容
量

 [
G

B
] 

ラ
ン
ク
数

 

メ
モ
リ
チ
ッ
プ
の

 

ビ
ッ
ト
幅

 

周
波
数

 [
M

H
z
] 

低
電
圧

 

L
o

a
d

 R
e

d
u

c
e

d
 

R
e

g
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d
 

E
C

C
 

8GB (1x8GB) 1Rx4 DDR4-2133 R ECC 8 1 4 2133     

8GB (1x8GB) 2Rx8 DDR4-2133 R ECC 8 2 8 2133     

16GB (1x16GB) 2Rx4 DDR4-2133 R ECC 16 2 4 2133     

32GB (1x32GB) 2Rx4 DDR4-2133 R ECC 32 2 4 2133     

32GB (1x32GB) 4Rx4 DDR4-2133 LR ECC 32 4 4 2133     

64GB (1x64GB) 4Rx4 DDR4-2133 LR ECC 64 4 4 2133     

 

電源（システムリリース以降） 最大数 

Modular PSU 450W platinum hp 2 

Modular PSU 800W platinum hp 2 

Modular PSU 800W titanium hp 2 

 

国または販売地域によっては、一部のコンポーネントが利用できない場合があります。 

詳細な製品データについては、PRIMERGY RX2530 M1 データシートを参照してください。 

http://jp.fujitsu.com/primergy
http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=afc62316-7690-4222-814b-ad0203928a07
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SPECcpu2006 

ベンチマークの説明 

SPECcpu2006 は、整数演算および浮動小数点演算でシステム性能を測定するベンチマークです。このベン

チマークは、12 本のアプリケーションから成る整数演算テストセット（SPECint2006）、および 17 本のア

プリケーションから成る浮動小数点演算テストセット（SPECfp2006）で構成されています。これらのアプ

リケーションは大量の演算を実行し、CPU およびメモリを集中的に使用します。他のコンポーネント（デ

ィスク I/O、ネットワークなど）は、このベンチマークでは測定しません。 

SPECcpu2006 は、特定のオペレーティングシステムに依存しません。このベンチマークは、ソースコード

として利用可能で、実際に測定する前にコンパイルする必要があります。したがって、使用するコンパイラ

ーのバージョンやその最適化設定が、測定結果に影響を与えます。 

SPECcpu2006 には、2 つのパフォーマンス測定方法が含まれています。1 つ目の方法（SPECint2006 およ

び SPECfp2006）では、1 つのタスクの処理に必要な時間を測定します。2 つ目の方法（SPECint_rate2006 

および SPECfp_rate2006）では、スループット（並列処理できるタスク数）を測定します。いずれの方法

も、さらに 2 つの測定の種類、「ベース」と「ピーク」に分かれています。これらは、コンパイラー最適化

を使用するかどうかという点で異なります。「ベース」値は常に公開されていますが、「ピーク」値はオプ

ションです。 

 

ベンチマーク 演算 タイプ コンパイラー最適化 測定結果 アプリケーション 

SPECint2006 整数 ピーク アグレッシブ 
速度 単体実行 

SPECint_base2006 整数 ベース 標準 

SPECint_rate2006 整数 ピーク アグレッシブ 
スループット 多重実行 

SPECint_rate_base2006 整数 ベース 標準 

SPECfp2006 浮動小数点 ピーク アグレッシブ 
速度 単体実行 

SPECfp_base2006 浮動小数点 ベース 標準 

SPECfp_rate2006 浮動小数点 ピーク アグレッシブ 
スループット 多重実行 

SPECfp_rate_base2006 浮動小数点 ベース 標準 

 

測定結果は、個々のベンチマークで得られた正規化比の幾何平均です。算術平均と比較して、幾何平均の方

が、ひとつの飛び抜けて高い値に左右されない平均値です。「正規化」とは、テストシステムがリファレン

スシステムと比較してどの程度高速であるかを測定することです。例えば、リファレンスシステムの 

SPECint_base2006、SPECint_rate_base2006、SPECfp_base2006、および SPECfp_rate_base2006 の結

果が、値「1」と判定されたとします。このとき、SPECint_base2006 の値が「2」の場合は、測定システム

がこのベンチマークをリファレンスシステムの  2 倍の速さで実行したことを意味します。

SPECfp_rate_base2006 の値が「4」の場合は、測定対象システムがリファレンスシステムの約 4／［ベー

スコピー数］倍の速さでこのベンチマークを実行したことを意味します。「ベースコピー数」とは、実行さ

れたベンチマークの並行インスタンスの数です。 

弊社では、SPEC の公開用に、SPECcpu2006 のすべての測定値を提出しているわけではありません。その

ため、SPEC の Web サイトに公開されていない結果が一部あります。弊社では、すべての測定のログファ

イルをアーカイブしているので、測定の内容に関していつでも証明できます。 

http://jp.fujitsu.com/primergy
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ベンチマーク環境 

SUT（System Under Test：テスト対象システム） 

ハードウェア 

モデル PRIMERGY RX2530 M1 

プロセッサ Intel
®
 Xeon

®
 Processor E5-2600 v3 Product Family 

メモリ 16GB (1x16GB) 2Rx4 DDR4-2133 R ECC × 16 

ソフトウェア 

オペレーティング 

システム 

SPECint_base2006、SPECint2006： 

Xeon E5-2630 v3、E5-2650 v3： 

 Red Hat Enterprise Linux Server release 7.0 

その他すべて： Red Hat Enterprise Linux Server release 6.5 

SPECint_rate_base2006、SPECint_rate2006： 

Xeon E5-2630 v3： Red Hat Enterprise Linux Server release 7.0 

その他すべて： Red Hat Enterprise Linux Server release 6.5 

SPECfp_base2006、SPECfp2006、SPECfp_rate_base2006、SPECfp_rate2006： 

Red Hat Enterprise Linux Server release 7.0 

オペレーティング 

システム設定 
echo always > /sys/kernel/mm/redhat_transparent_hugepage/enabled 

コンパイラー 

SPECint_base2006、SPECint2006： 

Xeon E5-2630 v3、E5-2650 v3： 

 C/C++：Version 15.0.0.090 of Intel C++ Studio XE for Linux 

その他すべて： C/C++：Version 14.0.0.080 of Intel C++ Studio XE for Linux 

SPECint_rate_base2006、SPECint_rate2006： 

Xeon E5-2630 v3： C/C++：Version 15.0.0.090 of Intel C++ Studio XE for Linux 

その他すべて： C/C++：Version 14.0.0.080 of Intel C++ Studio XE for Linux 

SPECfp_base2006、SPECfp2006、SPECfp_rate_base2006、SPECfp_rate2006： 

C/C++：Version 15.0.0.090 of Intel C++ Studio XE for Linux 

Fortran：Version 15.0.0.090 of Intel Fortran Studio XE for Linux 

 

国または販売地域によっては、一部のコンポーネントが利用できない場合があります。 

  

http://jp.fujitsu.com/primergy
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ベンチマーク結果 

プロセッサのベンチマーク結果は、主にプロセッサのキャッシュサイズ、ハイパースレッディングのサポー

ト、プロセッサコアの数およびプロセッサ周波数によって異なります。ターボモードを備えたプロセッサの

場合、最大プロセッサ周波数はベンチマークによって負荷がかかるコア数に依存します。主に 1 コアのみに

負荷がかかるシングルスレッドベンチマークの場合、達成可能な最大プロセッサ周波数はマルチスレッドベ

ンチマークよりも高くなります。 

「予測」という印付の値は予測値です。 
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Xeon E5-2623 v3 2 56.2 59.1 1 209（予測） 216（予測） 2 410 424 

Xeon E5-2637 v3 2 61.3 64.5 1 233（予測） 240（予測） 2 457 471 

          
Xeon E5-2603 v3 2 29.3 30.5 1 135（予測） 140（予測） 2 265 275 

Xeon E5-2609 v3 2 33.9 35.3 1 156（予測） 162（予測） 2 306 317 

Xeon E5-2620 v3 2 53.8 57.0 1 261 270 2 508 524 

Xeon E5-2643 v3 2 63.6 67.0 1 340（予測） 352（予測） 2 667 690 

          
Xeon E5-2630L v3 2 49.9 53.3 1 288（予測） 298（予測） 2 564 585 

Xeon E5-2630 v3 2 56.1 58.6 1 339（予測） 353（予測） 2 664 692 

Xeon E5-2640 v3 2 58.4 62.2 1 359（予測） 371（予測） 2 703 727 

Xeon E5-2667 v3 2 63.3 66.8 1 414（予測） 429（予測） 2 812 840 

          
Xeon E5-2650 v3 2 54.6 56.6 1 420（予測） 435（予測） 2 823 852 

Xeon E5-2660 v3 2 57.9 61.4 1 453（予測） 468（予測） 2 888 918 

          
Xeon E5-2650L v3 2 46.3 48.7 1 403（予測） 416（予測） 2 790 816 

Xeon E5-2670 v3 2 56.4 59.3 1 494（予測） 510（予測） 2 968 1000 

Xeon E5-2680 v3 2 60.0 63.1 1 531（予測） 546（予測） 2 1040 1070 

Xeon E5-2690 v3 2 62.0 65.4 1 556（予測） 571（予測） 2 1090 1120 

          
Xeon E5-2683 v3 2 53.7 56.8 1 546（予測） 561（予測） 2 1070 1100 

Xeon E5-2695 v3 2 58.7 61.9 1 577（予測） 597（予測） 2 1130 1170 

Xeon E5-2697 v3 2 63.2 66.9 1 622（予測） 643（予測） 2 1220 1260 

          
Xeon E5-2698 v3 2 62.6 66.3 1 643（予測） 663（予測） 2 1260 1300 

          
Xeon E5-2699 v3 2 63.3 66.8 1 704（予測） 724（予測） 2 1380 1420 

  

http://jp.fujitsu.com/primergy
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プロセッサ 
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Xeon E5-2623 v3 2 95.6 99.1 1 190（予測） 196（予測） 2 379 389 

Xeon E5-2637 v3 2 105 108 1 214（予測） 222（予測） 2 425 439 

          
Xeon E5-2603 v3 2 55.4 57.2 1 142（予測） 145（予測） 2 282 287 

Xeon E5-2609 v3 2 61.9 64.1 1 163（予測） 167（予測） 2 324 330 

Xeon E5-2620 v3 2 95.2 100 1 235（予測） 242（予測） 2 468 479 

Xeon E5-2643 v3 2 113 118 1 289（予測） 298（予測） 2 575 591 

          
Xeon E5-2630L v3 2 91.5 97.7 1 254（予測） 262（予測） 2 506 519 

Xeon E5-2630 v3 2 102 107 1 284（予測） 293（予測） 2 566 581 

Xeon E5-2640 v3 2 106 112 1 294（予測） 303（予測） 2 586 600 

Xeon E5-2667 v3 2 116 121 1 330（予測） 340（予測） 2 656 674 

          
Xeon E5-2650 v3 2 103 107 1 342（予測） 354（予測） 2 681 700 

Xeon E5-2660 v3 2 110 114 1 357（予測） 369（予測） 2 711 730 

          
Xeon E5-2650L v3 2 88.1 92.0 1 323（予測） 333（予測） 2 642 659 

Xeon E5-2670 v3 2 105 110 1 381（予測） 394（予測） 2 759 780 

Xeon E5-2680 v3 2 110 115 1 391（予測） 405（予測） 2 779 802 

Xeon E5-2690 v3 2 114 118 1 403（予測） 416（予測） 2 801 824 

          
Xeon E5-2683 v3 2 99.4 104 1 405（予測） 418（予測） 2 805 827 

Xeon E5-2695 v3 2 105 110 1 412（予測） 426（予測） 2 820 844 

Xeon E5-2697 v3 2 111 117 1 429（予測） 444（予測） 2 853 879 

          
Xeon E5-2698 v3 2 107 113 1 437（予測） 452（予測） 2 869 895 

          
Xeon E5-2699 v3 2 109 116 1 461（予測） 478（予測） 2 918 946 
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次の 4 つのグラフは、PRIMERGY RX2530 M1 とその旧モデルである PRIMERGY RX200 S8 のスループッ

トを比較したものです。それぞれ最大のパフォーマンス構成になっています。 
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次のグラフは、PRIMERGY RX2530 M1 でプロセッサ（Xeon E5-2620 v3）を 1 基から 2 基に増やしたとき

に、どの程度パフォーマンスが向上するかを示しています。 
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SPECpower_ssj2008 

ベンチマークの説明 

SPECpower_ssj2008 は、サーバクラスのコンピュータを対象とした、消費電力とパフォーマンスの特性を

評価する業界標準の SPEC ベンチマークです。SPEC は、SPECpower_ssj2008 をリリースし、パフォーマ

ンスの評価と同じ手法で、サーバの消費電力測定の標準を定義しました。 

ベンチマークのワークロードは、典型的なサーバサイド Java ビジネスアプリケーションの負荷をシミュレ

ートします。ワークロードはスケーラブルで、マルチスレッド化されており、さまざまなプラットフォーム

で利用でき、簡単に実行できます。ベンチマークは、CPU、キャッシュ、SMP（symmetric multiprocessor 

systems：対称型マルチプロセシングシステム）のメモリ階層とスケーラビリティに加え、JVM（Java 

Virtual Machine：Java 仮想マシン）、JIT（Just In Time：ジャストインタイム）コンパイラー、ガーベージ

コレクション、スレッドなどの実装や、オペレーティングシステムのいくつかの機能をテストします。 

SPECpower_ssj2008 では、100 ％から「アクティブア

イドル」まで 10 ％区切りで、さまざまなパフォーマン

スレベルにおける一定時間の消費電力をレポートします。

この段階的なワークロードは、サーバの処理負荷および

消費電力が、日や週によって大きく変化することを反映

しています。すべてのレベルにおける電力効率指標を計

算するには、各パフォーマンスレベル（セグメント）で

測定したトランザクションスループットを合計し、各セ

グメントの平均消費電力の合計で割ります。結果は、

overall ssj_ops/watt という性能指数です。この値から測

定対象サーバのエネルギー効率に関する情報が得られま

す。測定標準が定義されていることにより、

SPECpower_ssj2008 で測定される値を他の設定やサー

バと比較することができます。ここで示すグラフは、

SPECpower_ssj2008 の標準的な結果のグラフです。 

 

ベンチマークは、さまざまなオペレーティ

ングシステムおよびハードウェアアーキテ

クチャーで実行され、大がかりなクライア

ントやストレージインフラストラクチャー

を必要としません。SPEC に準拠したテス

トで必要な最低限の機材は、ネットワーク

で接続された 2 台のコンピュータと、電力

アナライザと温度センサーが 1 台ずつです。

コンピュータの  1 台は、SUT（System 

Under Test：テスト対象システム）で、サ

ポート対象のオペレーティングシステムと 

JVM が実行されます。JVM は、Java で実

装されている SPECpower_ssj2008 ワーク

ロードを実行するために必要な環境を提供

します。もう 1 台のコンピュータは、CCS

（Control ＆ Collection System：収集および

制御システム）で、ベンチマークの動作を

制御し、レポートに使用する電力、パフォ

ーマンス、および温度のデータを取得しま

す。この図は、ベンチマーク構成の基本構

造とさまざまなコンポーネントの概要を示しています。 
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ベンチマーク環境 

SUT（System Under Test：テスト対象システム） 

ハードウェア 

モデル PRIMERGY RX2530 M1 

モデルバージョン PY RX2530 M1 4x 3.5'' 

プロセッサ Xeon E5-2699 v3 

メモリ 8GB (1x8GB) 2Rx8 DDR4-2133 R ECC × 8 

ネットワーク 

インターフェース 
PLAN AP 1x1Gbit Cu Intel I210-T1 LP × 1 

ディスク 

サブシステム 

オンボード HDD コントローラー 

DOM SATA 6G 64GB Main N H-P × 1 

電源ユニット Modular PSU 800W titanium hp × 1 

ソフトウェア 

BIOS R1.11.0 

BIOS 設定 Hardware Prefetcher = Disabled 

Adjacent Cache Line Prefetch = Disabled 

DCU Streamer Prefetcher = Disabled 

Onboard USB Controllers = Disabled 

Power Technology = Custom 

QPI Link Frequency Select = 6.4 GT/s 

Turbo Mode = Disabled 

Intel Virtualization Technology = Disabled 

ASPM Support = L1 Only 

DMI Control = Gen1 

COD Enable = Enabled 

Early Snoop = Disabled 

ファームウェア 7.69F 

オペレーティング 

システム 
Microsoft Windows Server 2008 R2 Enterprise SP1 

オペレーティング 

システム設定 

Using the local security settings console, “lock pages in memory” was enabled for the user 
running the benchmark. 

Power Management: Enabled (“Fujitsu Enhanced Power Settings” power plan) 

Set “Turn off hard disk after = 1 Minute” in OS. 

Benchmark was started via Windows Remote Desktop Connection. 

Microsoft Hotfix KB2510206 has been installed due to known problems of the group 
assignment algorithm which does not create a balanced group assignment. For more 
information see: http://support.microsoft.com/kb/2510206 

JVM IBM J9 VM (build 2.6, JRE 1.7.0 Windows Server 2008 R2 amd64-64 20120322_106209 (JIT 
enabled, AOT enabled) 

JVM 設定 start /NODE [0,1,2,3] /AFFINITY [0x3,0xC,0x30,0xC0,0x300,0xC00,0x3000,0xC000,0x30000] 
-Xmn825m -Xms975m -Xmx975m -Xaggressive -Xcompressedrefs -Xgcpolicy:gencon 
-XlockReservation -Xnoloa -XtlhPrefetch -Xlp -Xconcurrentlevel0 -Xthr:minimizeusercpu 
-Xgcthreads2 (-Xgcthreads1 for JVM5 and JVM23) 

その他のソフトウェア IBM WebSphere Application Server V8.5.0.0, Microsoft Hotfix for Windows (KB2510206) 

 

国または販売地域によっては、一部のコンポーネントが利用できない場合があります。 
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ベンチマーク結果 

PRIMERGY RX2530 M1 で次の結果が得られました。 

SPECpower_ssj2008 = 9,811 overall ssj_ops/watt 

左のグラフは、上記の測定結果を示

しています。赤い横棒は、グラフの y 

軸で示された各目標負荷レベルに対

する電力性能比（単位：ssj_ops/watt、

x 軸の上目盛）を表しています。青い

線は、小さなダイヤで示された各目

標負荷レベルにおける平均消費電力

（x 軸の下目盛）が描く曲線を表して

います。黒い縦線は、PRIMERGY 

RX2530 M1 の出したベンチマーク結

果である、9,811 overall ssj_ops/watt 

を表しています。これは、各負荷レ

ベルでのトランザクションスループ

ットの合計を各測定での平均消費電

力の合計で割ったものです。 

 
 
 
 
 
 
 
 

次の表は、各負荷レベルにおけるスループット（単位：ssj_ops）、平均消費電力（単位：W）、およびエ

ネルギー効率の詳細を表しています。 

 

パフォーマンス 電力 エネルギー効率 

目標負荷 ssj_ops 平均消費電力（W） ssj_ops/watt 

100 ％ 3,231,698 289 11,191 

90 ％ 2,906,711 260 11,173 

80 ％ 2,584,271 230 11,236 

70 ％ 2,263,620 199 11,377 

60 ％ 1,937,836 172 11,283 

50 ％ 1,618,047 153 10,544 

40 ％ 1,292,232 138 9,367 

30 ％ 970,277 123 7,896 

20 ％ 646,383 108 5,982 

10 ％ 322,218 92.3 3,492 

アクティブアイドル 0 47.3 0 

 ∑ssj_ops / ∑power = 9,811 

 

PRIMERGY RX2530 M1 は、上記の測定結果によりこのクラスでの新記録を達成しました。こ

れは、競合製品の最高値を 23 ％上回るものです（2015 年 3 月 3 日現在）。これにより、

PRIMERGY RX2530 M1 は世界で最もエネルギー効率の高い 1U のラック型サーバであること

が証明されました。SPECpower_ssj2008 ベンチマークの最新の結果は、  

http://www.spec.org/power_ssj2008/results を参照してください。 

http://jp.fujitsu.com/primergy
http://www.spec.org/power_ssj2008/results
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競合製品と比較すると、 PRIMERGY 

RX2530 M1 がエネルギー効率の点で優れ

ているのが明らかです。1U のラック型サ

ーバクラスの競合製品である  Supermicro 

SYS-1028R-WC1RT のベストの結果よりも 

23 %高いエネルギー効率で、PRIMERGY 

RX2530 M1 は新しい基準を打ち立ててい

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

次のグラフは、各負荷レベルでの消費電力（右の y 軸）とスループット（左の y 軸）について、

PRIMERGY RX2530 M1 とその旧モデルである PRIMERGY RX200 S8 を比較したものです。 
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新しい  Haswell プロセッサによって、

PRIMERGY RX2530 M1 は  PRIMERGY 

RX200 S8 より大幅に高いスループットを

達成しています。電力消費は大きくなりま

すが、PRIMERGY RX2530 M1 のエネルギ

ー効率が全体で 28 ％向上しています。 
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ディスク I/O：RAID コントローラーのパフォーマンス 

ベンチマークの説明 

PRIMERGY サーバのディスクサブシステムの性能値は、パフォーマンス評価に使用されます。また、さま

ざまなストレージ接続の比較が可能です。このパフォーマンス測定は、実際のアプリケーションシナリオで

のアクセスをモデル化した仕様に基づいて実施しています。 

仕様化されている項目は次のとおりです。 

 ランダムアクセス/シーケンシャルアクセスの比率 

 リードアクセス/ライトアクセスの比率 

 ブロックサイズ（kB） 

 同時アクセス数（未処理 I/O の数） 

 

仕様化された値の組み合わせを「負荷プロファイル」と呼びます。次の 5 つの標準負荷プロファイルは、典

型的なアプリケーションシナリオに相当します。 

 

異なる負荷で同時にアクセスするアプリケーションをモデル化するため、「未処理 I/O の数」を 1、3、8 か

ら 512 まで増やしていきます（8 以降は 2 の累乗で加算していきます）。 

本書の測定は、これらの標準負荷プロファイルで行いました。 

 

主な測定項目は次のとおりです。 

 スループット [MB/s] 1 秒あたりのデータ転送量（メガバイト単位） 

 トランザクション [IO/s] 1 秒あたりの I/O 処理数 

 レイテンシー [ms] 平均応答時間（ミリ秒単位） 

通常、シーケンシャルな負荷プロファイルでは「データスループット」が使用され、小規模なブロックサイ

ズを使用するランダムな負荷プロファイルでは「トランザクションレート」が使用されます。スループット

とトランザクションは互いに正比例の関係にあるので、次の計算式で相互に算出できます。 
 

データスループット [MB/s] = トランザクションレート [IO/s] × ブロックサイズ [MB] 

トランザクションレート [IO/s] = データスループット [MB/s] / ブロックサイズ [MB] 
 

本項では、ハードストレージ媒体の容量を示す場合は 10 のべき乗（1 TB = 10
12
バイト）、その他の容量や

ファイルサイズ、ブロックサイズ、スループットを示す場合は 2 のべき乗（1 MB/s = 2
20

 バイト/s）で表記

しています。 

 

測定方法とディスク I/O パフォーマンスの基本については、ホワイトペーパー『ディスク I/O パフォーマン

スの基本』を参照してください。  

標準負荷プロファイル アクセス アクセスの種類 ブロック 

サイズ 

[kB] 

アプリケーション 

リード ライト 

ファイルコピー ランダム 50 ％ 50 ％ 64 ファイルのコピー 

ファイルサーバ ランダム 67 ％ 33 ％ 64 ファイルサーバ 

データベース ランダム 67 ％ 33 ％ 8 
データベース（データ転送） 

メールサーバ 

ストリーミング シーケンシャル 100 ％ 0 ％ 64 

データベース（ログファイル）、 

データバックアップ、 

ビデオストリーミング（一部） 

リストア シーケンシャル 0 ％ 100 ％ 64 ファイルのリストア 

http://jp.fujitsu.com/primergy
http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=35801735-a223-491a-a879-43f506444366
http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=35801735-a223-491a-a879-43f506444366
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ベンチマーク環境 

本章で示すすべての測定は、次のハードウェアとソフトウェアのコンポーネントを使用して行いました。 

 

SUT（System Under Test：テスト対象システム） 

ハードウェア 

コントローラー 「Intel C610上の LSI SW RAID（オンボード SATA）」× 1 

「PRAID CP400i」× 1 

「PRAID EP400i」× 1 

「PRAID EP420i」× 1 

ドライブ 3.5" SATA HDD Seagate ST3000NM0033 × 4 
2.5" SATA SSD Intel SSDSC2BA400G3C × 4 
2.5" SAS SSD Toshiba PX02SMF040 × 10 
2.5" SAS HDD HGST HUC156045CSS204 × 10 

ソフトウェア 

BIOS 設定 Intel Virtualization Technology = Disabled 
VT-d = Disabled 
Energy Performance = Performance 
Utilization Profile = Unbalanced 
CPU C6 Report = Disabled 

オペレーティング 

システム 

Microsoft Windows Server 2012 Standard 

オペレーティング 

システム設定 

Choose or customize a power plan: High performance 

ディスク IO の生成プロセス：RAID コントローラの PCIe スロットが繋がっている CPU 

ノードに AFFINITY を設定 

管理ソフトウェア ServerView RAID Manager 5.7.2／6.1.4 

RAID アレイの初期化 RAID アレイは、測定前に 64 KB の基本ブロックサイズ（「ストライプサイズ」）で初期

化 

ファイルシステム NTFS 

測定ツール Iometer 2006.07.27 

測定データ 32 GB の測定ファイル（1～8 台のハードディスク用）、64 GB の測定ファイル（9～16 

台のハードディスク用）、128 GB の測定ファイル（17 台以上のハードディスク用） 

 

国または販売地域によっては、一部のコンポーネントが利用できない場合があります。 
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ベンチマーク結果 

本書で紹介する測定結果は、お客様がさまざまな PRIMERGY RX2530 M1 構成オプションからディスク I/O 

パフォーマンスの観点で適切なソリューションを選択できるようにするためのものです。RAID コントロー

ラーと記憶媒体のさまざまな組み合わせが、次のように分析されます。記憶媒体自体の選択に関する情報は、

「ディスク I/O：ストレージ媒体のパフォーマンス」セクションに記載されています。 

ハードディスク 

ハードディスクは、パフォーマンスを左右する最も重要なコンポーネントです。ここでは、「ハードディス

ク」という用語を HDD（「ハードディスクドライブ」、つまり従来のハードディスク）と SSD（「ソリッ

ドステートドライブ」、つまり不揮発性の電子ストレージメディア）の両方の総称として使用します。 

1 つのシステム内で SAS ハードディスクと SATA ハードディスクを組み合わせることは、コンフィギュレ

ーターで特別なハードディスクタイプとして除外されていない限り可能です。 

3.5 インチのハードディスクの代わりに 2.5 インチのハードディスクを使用すると、1 台のシステムにより

多くのハードディスクを搭載できます。その結果、個々のハードディスクにかかる負荷が減少し、システム

全体の最大パフォーマンスが向上します。 

各ハードディスクタイプのパフォーマンスの詳細については、このパフォーマンスレポートの『ディスク

I/O：ストレージ媒体のパフォーマンス』の章を参照してください。 

モデルバージョン 

システムに搭載できるハードディスクの最大数は、システム構成によって異なります。次の表では、主要例

を示します。このセクションで扱ってきたすべてのインターフェースは、最高のサポートバージョンだけ記

載されています。 

フォーム 

ファクター 
インターフェース 接続タイプ 

PCIe 

コントローラー数 
ハードディスクの 

最大数 

3.5" SATA 6G 直接 0 4 

2.5" SATA 6G 直接 0 8 

3.5" SATA 6G、SAS 12G 直接 1 4 

2.5" SATA 6G、SAS 12G 直接 1 8 

2.5" SATA 6G、SAS 12G エクスパンダー 1 10 

  

http://jp.fujitsu.com/primergy
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RAID コントローラー 

RAID コントローラーは、パフォーマンスを決定するうえで、ハードディスクに加えて 2 番目に重要なコン

ポーネントです。コントローラーによって、PRIMERGY サーバの「モジュラー RAID」コンセプトに基づ

いた数多くのオプションが用意されており、多様なアプリケーションシナリオのさまざまな要件に対応でき

ます。 

次の表は、PRIMERGY RX2530 M1 で利用可能な RAID コントローラーの重要な機能をまとめたものです。

この表に示されている略称は、後述の性能値の一覧でも使用されています。 

コントローラー名 略称 Cache 対応 

インターフェース 

システム内の BBU/ 
FBU 

最大ディスク数 

（コントローラー1

台あたり） 

RAID レベル 

Intel C610上の 

LSI SW RAID 

（オンボード SATA） 

Onboard C610 - SATA 6G - 2.5" × 8 
3.5" × 4 

0、1、10 -/- 

PRAID CP400i PRAID CP400i - SATA 6G 
SAS 12G 

PCIe 3.0 
x8 

2.5" × 8 
3.5" × 4 

0、1、1E、5、

10、50 

-/-

PRAID EP400i PRAID EP400i 1 GB SATA 6G 
SAS 12G 

PCIe 3.0 
x8 

2.5" × 10 
3.5" × 4 

0、1、1E、5、

6、10、50、60 

-/

PRAID EP420i PRAID EP420i 2 GB SATA 6G 
SAS 12G 

PCIe 3.0 
x8 

2.5" × 10 
3.5" × 4 

0、1、1E、5、

6、10、50、60 

-/

 

オンボード RAID コントローラーは、サーバのシステムボード上のチップセットに実装され、サーバの 

CPU を使用して RAID 機能を提供します。このシンプルなソリューションは、PCIeスロットを必要としま

せん。チップセットが PCIe 経由ではなく「Direct Media Interface」(DMI)を経由して、CPU とコミュニケ

ーションを取ります。PRIMERGY RX2530 M1 は Intel C610 チップセットを持っています、その中に２つ

のオンボード RAID コントローラが統合されています。これらの各コントローラは、PRIMERGY RAID マ

ネジメントを使って、ハードディスクを４つまでのアレイを構成することができます。チップセット上の１

つのコントローラインスタンスを参照するために、このドキュメントではオンボードコントローラのエイリ

アスが使われます。 

システム固有のインターフェース 

CPU 接続（DMIまたは PCIe）、およびハードディスク接続（SAS または SATA）のコントローラのインタ

ーフェイスには、それぞれ固有のデータ スループットの制限があります。次の表は、この限界を示します。

2 つの限界値のうち小さい方の値が実質的な限界値であり、これを超えることはできません。その値は太字

で示しています。 
 

コントローラーの 

略称 

構成可能な値 エクスパンダー 

経由の接続 
# ディスク 

サイドのデータ チ

ャネル 

ディスクインタ

ーフェースの 

スループットの 

限界 

# CPU 

サイドのデータ 

チャネル 

CPU 

サイドのインタ

ーフェイスのス

ループット制限 

Onboard C610 × 1 SATA 6G × 4 × 1 2060 MB/s DMI 2.0 × 4 1716 MB/s - 

Onboard C610 × 2 SATA 6G × 4 × 2 4120 MB/s DMI 2.0 × 4 1716 MB/s - 

PRAID CP400i SAS 12G × 8 8240 MB/s PCIe 3.0 × 8 6761 MB/s - 

PRAID EP400i SAS 12G × 8 8240 MB/s PCIe 3.0 × 8 6761 MB/s -/

PRAID EP420i SAS 12G × 8 8240 MB/s PCIe 3.0 × 8 6761 MB/s -/ 
 

*) ２ 番目のコントローラインスタンスでは、CPU サイドのスループット制限は増加しない 

 

PRIMERGY システムの RAID コントローラーの詳細については、ホワイトペーパー『RAID コントローラ

ーのパフォーマンス』を参照してください。  

http://jp.fujitsu.com/primergy
http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=e34159fa-0196-4a01-99ff-8792b5f644eb
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設定 

多くの場合、HDD のキャッシュは、ディスク I/O のパフォーマンスに大きな影響を及ぼします。キャッシ

ュは、電源障害時のセキュリティ上の問題になると見なされて、しばしば無効に設定されています。しかし、

ハードディスクメーカーは、ライトパフォーマンスを向上させるためにこの機能を組み込んでいます。パフ

ォーマンスの観点では、ディスクキャッシュを使用することをお勧めします。電源障害時のデータの損失を

防止するため、システムに UPS を装備することをお勧めします。 

キャッシュを実装しているコントローラーでは、複数のパラメータを設定できます。RAID レベル、アプリ

ケーションシナリオ、およびデータメディアのタイプによって最適な設定は異なります。特に RAID レベル 

5 と 6（およびさらに複雑な RAID レベルの組み合わせである 50 と 60）では、ライト比率の高いアプリケ

ーションシナリオにおいてコントローラーのキャッシュを有効にすることが必須です。コントローラーキャ

ッシュを有効にした場合、キャッシュに一時的に保存されたデータが電源障害時に損失しないように保護す

る必要があります。この目的に適した機器（BBU や FBU）を使用すれば、この問題に対応できます。 

RAID コントローラーとハードディスクの設定を簡単かつ確実に行うため、PRIMERGY サーバ向けに提供

されている RAID-Manager ソフトウェア「ServerView RAID」の使用を推奨します。あらかじめ定義されて

いる「Performance」モードまたは「Data Protection」モードを使用すると、コントローラーとハードディ

スクのキャッシュ設定を特定の用途に合わせて一括設定できます。「Performance」モードでは、ほとんど

のアプリケーションシナリオに対応した最高のパフォーマンス設定を行えます。 

コントローラーキャッシュの設定オプションの詳細については、ホワイトペーパー『RAID コントローラー

のパフォーマンス』を参照してください。 

性能値 

一般に、RAID アレイのディスク I/O 性能は、ハードディスクのタイプと数、RAID レベル、および RAID コ

ントローラーに左右されます。したがって、ディスク I/O 性能に関する説明は、システム固有のインターフ

ェースの限界を超えない限り、すべての PRIMERGY に当てはまります。そのため、『RAID コントローラ

ーのパフォーマンス』の性能に関する記述は、測定対象の構成が PRIMERGY RX2530 M1 でもサポートさ

れている場合、すべて当てはまります。 

PRIMERGY RX2530 M1 の性能値を、さまざまな RAID レベル、アクセスタイプ、ブロックサイズ別に次の

表に示します。表は構成別に分けて整理してあります。サブセクション「ベンチマークの説明」ですでに説

明した測定方法を使用しています。つまり、ランダムアクセスではトランザクションレートを、シーケンシ

ャルアクセスではデータスループットを使用しています。また、測定単位の混乱を避けるため、表を 2 つの

アクセスタイプに分けました。 

表の各セルは、達成可能な最大値を示しています。以下の 3 点に注意してください。1 つ目は、高性能なハ

ードディスクを使用したことです（使用したコンポーネントの詳細については、「ベンチマーク環境」の項

を参照)。2 つ目は、アクセスシナリオと RAIDレベルに応じた最適のキャッシュ設定で、コントローラーと

ハードディスクのキャッシュを使用していることです。3 つ目は、各値はすべての負荷範囲（処理待ち I/O 

数）における最大値だということです。 

また、数値を視覚的に把握できるように、表の各セルの数値を横棒で表しました。横棒の長さが数値の大き

さに比例し、その色は長さの比率が同じであることを示しています。つまり、同じ色のセル同士で視覚的に

比較できることになります。 

 

各セルの横棒は達成可能な最大性能値を表しているので、左から右へと色が薄くなっています。棒の右端で

色が薄くなっているのは、その値が最大値であり、最適な前提条件を満たした場合のみ達成できることを意

味しています。左に向かって色が濃くなっているのは、対応する値を実際に実現できる可能性が高くなって

いることを意味しています。 

  

http://jp.fujitsu.com/primergy
http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=e34159fa-0196-4a01-99ff-8792b5f644eb
http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=e34159fa-0196-4a01-99ff-8792b5f644eb
http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=e34159fa-0196-4a01-99ff-8792b5f644eb
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2.5" - ランダムアクセス（IO/s 単位の最大パフォーマンス値）： 
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PRIMERGY RX2530 M1

モデルバージョン PY RX2530 M1 4x 2.5' expandable

モデルバージョン PY RX2530 M1 10x 2.5'

構成
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2 1 N/A N/A 47337 7870

4 0 N/A N/A 78887 14951

4 10 N/A N/A 63426 12256

2 1 1290 1112 75925 12445

8 10 3948 2524 100776 55843

8 0 5490 3466 137616 77081

8 5 2827 1920 29911 19148

2 1 1394 1122 78733 12318

8 10 4113 2610 113462 58778

8 0 5558 3504 132049 81445

8 5 3292 2176 54614 23046

10 10 4902 3145 112511 47547

10 0 6398 4298 133706 94661

10 5 3470 2570 54063 22576

2 1 1495 1212 80178 12460

8 10 4212 2804 105915 58569

8 0 5452 3506 123219 79893

8 5 3194 2010 54214 22894

10 10 4876 3328 112459 48085

10 0 6382 4348 133049 94396

10 5 3622 2439 54582 22812

Onboard C610 SSDSC2BA400G3C SATA SSD

PRAID CP400i
HUC156045CSS204 SAS HDD

PX02SMF040 SAS SSD

PRAID EP400i
HUC156045CSS204 SAS HDD

PX02SMF040 SAS SSD

PRAID EP420i
HUC156045CSS204 SAS HDD

PX02SMF040 SAS SSD

PRAID EP400i
HUC156045CSS204 SAS HDD

PX02SMF040 SAS SSD

PRAID EP420i
HUC156045CSS204 SAS HDD

PX02SMF040 SAS SSD

http://jp.fujitsu.com/primergy
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2.5" - シーケンシャルアクセス（MB/s 単位の最大パフォーマンス値）： 
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PRIMERGY RX2530 M1

モデルバージョン PY RX2530 M1 4x 2.5' expandable

モデルバージョン PY RX2530 M1 10x 2.5'
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構成

2 1 N/A N/A 726 443

4 0 N/A N/A 1264 1190

4 10 N/A N/A 1027 605

2 1 394 235 1603 420

8 10 1006 913 5918 1652

8 0 1816 1820 5838 3295

8 5 1577 1583 5844 1868

2 1 411 235 1596 420

8 10 1001 926 5873 1653

8 0 1836 1808 5818 3295

8 5 1600 1591 5790 2651

10 10 1251 1149 5909 2035

10 0 2295 2256 5889 4051

10 5 2046 1974 5899 2743

2 1 440 274 1595 421

8 10 1027 958 5888 1650

8 0 1919 1851 5848 3281

8 5 1636 1605 5847 2611

10 10 1269 1151 5905 2034

10 0 2334 2325 5899 4050

10 5 2033 2070 5900 2684

HUC156045CSS204 SAS HDD

PX02SMF040 SAS SSD
PRAID EP400i

PRAID EP400i
HUC156045CSS204 SAS HDD

PX02SMF040 SAS SSD

PRAID EP420i
HUC156045CSS204 SAS HDD

PX02SMF040 SAS SSD

PRAID EP420i
HUC156045CSS204 SAS HDD

PX02SMF040 SAS SSD

Onboard C610 SSDSC2BA400G3C SATA SSD

PRAID CP400i
HUC156045CSS204 SAS HDD

PX02SMF040 SAS SSD

http://jp.fujitsu.com/primergy
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3.5" - ランダムアクセス（IO/s 単位の最大パフォーマンス値）： 
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PRIMERGY RX2530 M1

モデルバージョン PY RX2530 M1 4x 3.5'

構成
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2 1 487 435 47337 7870

4 0 1081 609 78887 14951

4 10 813 464 63426 12256

2 1 1290 1112 75925 12445

4 10 2216 1251 101722 21815

4 0 2634 1526 131832 41626

4 5 1578 953 28395 16470

2 1 1394 1122 78733 12318

4 10 2045 1288 112215 22104

4 0 2681 1770 128779 41399

4 5 1516 971 36954 13079

2 1 1495 1212 80178 12460

4 10 2133 1397 111969 21776

4 0 2697 1747 128792 42029

4 5 2518 1157 36908 13835

PRAID CP400i
HUC156045CSS204 SAS HDD

PX02SMF040 SAS SSD

PRAID EP400i
HUC156045CSS204 SAS HDD

PX02SMF040 SAS SSD

PRAID EP420i
HUC156045CSS204 SAS HDD

PX02SMF040 SAS SSD

Onboard C610
ST3000NM0033 SATA HDD

SSDSC2BA400G3C SATA SSD

http://jp.fujitsu.com/primergy
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3.5" - シーケンシャルアクセス（MB/s 単位の最大パフォーマンス値）： 

 

 

 

 

結論 

PRIMERGY RX2530 M1 は、強力なハードディスクを使用した完全構成において、シーケンシャル負荷プロ

ファイルで最大  5918 MB/s のスループット、一般的なランダムアプリケーションシナリオで最大 

137616 IO/s のトランザクションレートを達成します。 

最高のパフォーマンスを得るには、プラグイン PCIe コントローラを推奨します。8 つ以上のハードディス

クではキャッシュを持ったコントローラが必須です。 

SSD を最高レベルのパフォーマンスで使用するために、PRAID CP400i は比較的シンプルな RAID レベル 0、

1、10 にすでに対応しています。RAID 5 で使用する場合はキャッシュ付コントローラを推奨します。 

HDD の場合、大規模な書き込み共有を持つランダムロードプロファイルのコントローラキャッシュは、

RAID の全レベルで優れたパフォーマンスが得られます。 

  

R
A

ID
 

コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー

ハ
ー
ド
デ
ィ

ス
ク
タ
イ
プ

デ
ィ
ス
ク
数

PRIMERGY RX2530 M1
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2 1 178 173 726 443

4 0 667 672 1264 1190

4 10 350 336 1027 605

2 1 394 235 1603 420

4 10 537 459 3239 822

4 0 913 914 3224 1649

4 5 682 686 3206 1162

2 1 411 235 1596 420

4 10 549 472 3270 831

4 0 946 938 3274 1660

4 5 698 673 3189 1238

2 1 440 274 1595 421

4 10 576 480 3249 837

4 0 963 958 3233 1670

4 5 726 677 3197 1251

PRAID EP420i
HUC156045CSS204 SAS HDD

PX02SMF040 SAS SSD

PRAID CP400i
HUC156045CSS204 SAS HDD

PX02SMF040 SAS SSD

PRAID EP400i
HUC156045CSS204 SAS HDD

PX02SMF040 SAS SSD

Onboard C610
ST3000NM0033 SATA HDD

SSDSC2BA400G3C SATA SSD
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OLTP-2 

ベンチマークの説明 

OLTP とは、Online Transaction Processing（オンライントランザクション処理）の略です。OLTP-2 ベン

チマークは、データベースソリューションの標準的なアプリケーションシナリオを基にしています。OLTP-

2 では、データベースアクセスがシミュレートされ、1 秒あたりに実行されるトランザクションの数（tps）

が測定されます。 

独立した機関によって標準化され、その規則を順守して測定しているかを監視される SPECint や TPC-E の

ようなベンチマークとは異なり、OLTP-2 は、富士通が開発した固有のベンチマークです。OLTP-2 は、デ

ータベースのベンチマークとしてよく知られている TPC-E を基に開発されました。そして、CPU やメモリ

の構成に応じてシステムがスケーラブルな性能を示すことを実証するために、さまざまな構成で測定できる

ように設計されています。 

OLTP-2 と TPC-E の 2 つのベンチマークが同じ負荷プロファイルを使用して同様のアプリケーションのシ

ナリオをシミュレートしても、この 2 つのベンチマークは異なる方法でユーザーの負荷をシミュレートする

ため、結果を比較したり同等のものとして扱うことはできません。通常、OLTP-2 の値は、TPC-E に近い値

となります。しかし、価格性能比が算出されないため、直接比較できないだけでなく、OLTP-2 の結果を 

TPC-E として利用することも許可されません。 

詳細情報は、『ベンチマークの概要 OLTP-2』を参照してください。 

 

ベンチマーク環境 

一般的な測定環境を次に示します。 

 

 

すべての測定は、PRIMERGY RX2540 M1 を使用して行いました。 

  

アプリケーション 

サーバ 
 

A 層 B 層 

クライアント 

データベースサーバ 

Database Server 

ディスク 

サブシステム 

SUT（System Under Test：テスト対象システム） 

ドライバ 

 

ネットワーク 
 

ネットワーク 
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データベースサーバ（B 層） 

ハードウェア 

モデル PRIMERGY RX2540 M1 

プロセッサ Intel
®
 Xeon

®
 Processor E5-2600 v3 Product Family 

メモリ 1 プロセッサ： 32GB (1x32GB) 4Rx4 DDR4-2133 LR ECC × 8 

2 プロセッサ： 32GB (1x32GB) 4Rx4 DDR4-2133 LR ECC × 16 

ネットワーク 

インターフェース 

オンボード LAN 10 Gbps × 2 

ディスク 

サブシステム 

RX2540 M1： オンボード RAID コントローラー PRAID EP400i 

 300 GB 15k rpm SAS ドライブ × 2、RAID1（OS）、 

 450 GB 15k rpm SAS ドライブ × 4、RAID10（ログ） 

 LSI MegaRAID SAS 9286CV-8e × 5 または PRAID EP420e × 5 

（OLTP-2 に関して同性能） 

JX40 × 5： 各 400 GB SSD ドライブ × 13、RAID5（データ） 

ソフトウェア 

BIOS バージョン R1.0.0 

オペレーティング 

システム 

Microsoft Windows Server 2012 R2 Standard 

データベース Microsoft SQL Server 2014 Enterprise 

 

アプリケーションサーバ（A 層） 

ハードウェア 

モデル PRIMERGY RX200 S8 × 1 

プロセッサ Xeon E5-2667 v2 × 2 

メモリ 64 GB、1600 MHz Registered ECC DDR3 

ネットワーク 

インターフェース 

オンボード LAN 1 Gbps × 2 

デュアルポート LAN 10 Gbps × 1 

ディスク 

サブシステム 

250 GB 7.2k rpm SATA ドライブ × 2 

ソフトウェア 

オペレーティング 

システム 

Microsoft Windows Server 2012 Standard 

 

クライアント 

ハードウェア 

モデル PRIMERGY RX200 S7 × 2 

プロセッサ Xeon E5-2670 × 2 

メモリ 32 GB、1600 MHz Registered ECC DDR3 

ネットワーク 

インターフェース 

オンボード LAN 1 Gbps × 2 

デュアルポート LAN 1 Gbps × 1 

ディスク 

サブシステム 

250 GB 7.2k rpm SATA ドライブ × 1 

ソフトウェア 

オペレーティング 

システム 

Microsoft Windows Server 2008 R2 Standard 

ベンチマーク OLTP-2 ソフトウェア EGen バージョン 1.13.0 

 

国または販売地域によっては、一部のコンポーネントが利用できない場合があります。 
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ベンチマーク結果 

データベースのパフォーマンスは、CPU やメモリの構成と、データベースで使用するディスクサブシステ

ムの接続性によって、大きく異なります。次に示すプロセッサの性能評価では、メモリとディスクサブシス

テムはどちらも適切であり、ボトルネックにならないものとします。 

データベース環境でメインメモリを選択するときのガイドラインとして、メモリアクセス速度よりも、メモ

リ容量が十分にあることが重要です。このため、プロセッサ 2 基の測定では 512 GB、プロセッサ 1 基の測

定では 256 GB の合計メモリ容量で構成しました。どちらのメモリ構成も、メモリアクセス 2133 MHz で動

作しました。メモリパフォーマンスの詳細については、ホワイトペーパー『Xeon E5-2600 v3（Haswell-EP）

搭載システムのメモリパフォーマンス』を参照してください。 

次のグラフは、Intel
®
 Xeon

®
 Processor E5-2600 v3 Product Family（1 基または 2 基）で測定した OLTP-2 

トランザクションレートを示しています。 
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E5-2640 v3 - 8C, HT
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E5-2650 v3 - 10C, HT
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E5-2697 v3 - 14C, HT
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E5-2699 v3 - 18C, HT

OLTP-2 tps               

2CPUs 512GB RAM

1CPU   256GB RAM

tps

太字： 実測値 

斜体： 計算値 

HT: ハイパースレッディング 
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多種類のプロセッサにより、広範にわたるレベルのパフォーマンスが実現されていることがわかります。パ

フォーマンスが最も低いプロセッサ（Xeon E5-2603 v3）を使用した場合に比べ、パフォーマンスが最も高

いプロセッサ（Xeon E5-2699 v3）を使用した場合は、OLTP-2 値は 5.2 倍になっています。 

プロセッサの機能については、「製品データ」を参照してください。 

プロセッサ間の大きな性能差は、その機能が影響していると考えられます。コア数、L3 キャッシュのサイ

ズ、CPU クロック周波数や、ほとんどのプロセッサタイプが対応しているハイパースレッディング機能と

ターボモードによって値が変わります。また、プロセッサ間のデータ転送速度（「QPI スピード」）も仮想

化性能に影響します。 

Xeon E5-2603 v3 および E5-2603 v2 プロセッサでは、ハイパースレッディング（HT）とターボモード

（TM）をサポートしていないため、低いパフォーマンスが見られます。 

同じコア数のプロセッサグループ内では、CPU のクロック周波数によるパフォーマンスの違いが見られます。 

 

 

PRIMERGY 現行モデルでの OLTP-2 の最高値は、旧モデルの最高値と比較して約 52％向上しています。 

 

 

現行モデル TX2560 M1 RX2530 M1 RX2540 M1 RX2560 M1 

旧モデル TX300 S8 RX200 S8 RX300 S8 RX350 S8 
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vServCon 

ベンチマークの説明 

vServCon は、ハイパーバイザーを使用するサーバ構成について、サーバ統合の適合性の比較に使用するた

めに富士通が使用しているベンチマークです。これにより、システム、プロセッサ、および I/O テクノロジ

ーの比較に加え、ハイパーバイザー、仮想化形式、および仮想マシン用の追加ドライバの比較も可能になり

ます。 

vServCon は、厳密に言えば新しいベンチマークではありません。これは、言うなればフレームワークであ

り、すでに確立されたベンチマークをワークロードとして集約し、統合され仮想化されたサーバ環境の負荷

を再現します。データベース、アプリケーションサーバ、Web サーバというアプリケーションシナリオを

対象とする 3 つの実証済みのベンチマークが使用されます。 

 

 

3 つのアプリケーションシナリオのそれぞれが、1 つの専用の仮想マシン（VM）に割り当てられます。これ

らに加えてアイドル VM という 4 番目の仮想マシンが追加されます。これら 4 つの VM が 1 つの「タイル」

を構成します。最大の性能値を引き出すためには、測定対象となるサーバの処理能力に応じて、いくつかの

タイルを並行して開始しなければならない場合もあります。 

 

3 つの vServCon アプリケーションシナリオのそれぞれが、各 VM のアプリケーション固有のトランザクシ

ョンレートという形でベンチマーク結果を提供します。スコアを正規化するために、1 つのタイルのそれぞ

れのベンチマーク結果とリファレンスシステムの結果との比を求めます。その相対性能値に適切な重み付け

を行い、すべての VM とすべてのタイルについて加算します。最終的な計算結果が、このタイル数に対する

スコアになります。 

原則として、1 つのタイルから始めて、vServCon スコアの大幅な増加が見られなくなるまで、タイル数を

増やしながらこの手順が実行されます。最終的な  vServCon スコアは、すべてのタイル数から得られた 

vServCon スコアの最大値です。したがって、このスコアは、CPU リソースを最大限まで使用する構成で達

成される最大スループットを反映しています。このため、vServCon の測定環境は、CPU のみが制限要因と

なるように設計されており、他のリソースによる制限は発生しないように設計されています。 

タイル数の増加に対する vServCon スコアの伸びは、テスト対象システムのスケーリング特性を知るための

有益な情報となります。 

vServCon の詳細については、『ベンチマークの概要 vServCon』を参照してください。 

  

アプリケーションシナリオ ベンチマーク 論理 CPU コアの数 メモリ 

データベース Sysbench（補正済み） 2 1.5 GB 

Java アプリケーションサーバ SPECjbb（補正済み、50～60 ％の負荷） 2 2 GB 

Web サーバ WebBench 1 1.5 GB 

テスト対象システム 

… … 

タイル n 
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タイル 1 
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VM 
Web 
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ベンチマーク環境 

一般的な測定環境を次に示します。 

 

 

すべての測定は、PRIMERGY RX2540 M1 を使用して行いました。 

 

SUT（System Under Test：テスト対象システム） 

ハードウェア 

プロセッサ Intel
®
 Xeon

®
 Processor E5-2600 v3 Product Family 

メモリ 1 プロセッサ： 32GB (1x32GB) 4Rx4 DDR4-2133 LR ECC × 8 

2 プロセッサ： 32GB (1x32GB) 4Rx4 DDR4-2133 LR ECC × 16 

ネットワーク 

インターフェース 

デュアルポート 1 GbE アダプター × 1 

デュアルポート 10 GbE サーバアダプター × 1 

ディスク 

サブシステム 

デュアルチャネル FC コントローラー Emulex LPe12002 × 1 

ストレージシステム ETERNUS DX80： 

タイルあたり：50 GB の LUN 

LUN あたり：Seagate ST3300657SS ディスク（15 krpm）× 2 で構成された RAID 0 

ソフトウェア 

オペレーティング 

システム 

VMware ESXi 5.5.0 U2 ビルド 2068190 

 

負荷ジェネレーター（フレームワークコントローラーを含む） 

ハードウェア（共通） 

シャーシ PRIMERGY BX900 

ハードウェア 

モデル PRIMERGY BX920 S1 サーバブレード × 18 

プロセッサ Xeon X5570 × 2 

メモリ 12 GB 

ネットワーク 

インターフェース 

1 Gbit LAN × 3 

ソフトウェア 

オペレーティング 

システム 

Microsoft Windows Server 2003 R2 Enterprise with Hyper-V 

  

複数の 

1 Gb または 10 Gb 

ネットワーク 

負荷ジェネレーター 

サーバ 

 

ディスクサブシステム 

 

SUT（System Under Test：テスト対象システム） 

フレームワーク 

コントローラー 
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負荷ジェネレーター VM（タイルあたり 3 つの負荷ジェネレーターを複数のサーバブレードで動作） 

ハードウェア 

プロセッサ 論理 CPU × 1 

メモリ 512 MB 

ネットワーク 

インターフェース 

1 Gbit LAN × 2 

ソフトウェア 

オペレーティング 

システム 

Microsoft Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition 

 

 

国または販売地域によっては、一部のコンポーネントが利用できない場合があります。 

 

ベンチマーク結果 

ここで扱う PRIMERGY の 2 ソケットのラックとタワーモデルは、Intel Xeon シリーズ E5-2600 v3 プロセ

ッサをベースにしています。プロセッサの機能については、「製品データ」を参照してください。 

これらのシステムに搭載可能なプロセッサとその測定結果を、次の表に示します。 

プロセッサ スコア タイル数 

In
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E
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 v
3
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c
t 

F
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4 コア 

ハイパースレッディング、ターボモード 

E5-2623 v3 7.71 4 

E5-2637 v3 8.65 4 
 

6 コア 
E5-2603 v3 5.13 5 

E5-2609 v3 5.83 5 
 

6 コア 

ハイパースレッディング、ターボモード 

E5-2620 v3 10.1 6 

E5-2643 v3 13.1 6 
 

8 コア 

ハイパースレッディング、ターボモード 

E5-2630L v3 11.4 8 

E5-2630 v3 13.6 8 

E5-2640 v3 14.1 8 

E5-2667 v3 15.9 8 
 

10 コア 

ハイパースレッディング、ターボモード 

E5-2650 v3 16.6 10 

E5-2660 v3 17.8 10 
 

12 コア 

ハイパースレッディング、ターボモード 

E5-2650L v3 16.2 11 

E5-2670 v3 20.0 12 

E5-2680 v3 21.4 12 

E5-2690 v3 22.4 13 
 

14 コア 

ハイパースレッディング、ターボモード 

E5-2683 v3 21.6 14 

E5-2695 v3 23.5 14 

E5-2697 v3 25.5 15 
 

16 コア 

ハイパースレッディング、ターボモード 
E5-2698 v3 27.3 16 

 

18 コア 

ハイパースレッディング、ターボモード 
E5-2699 v3 30.3 18 

 

これらの PRIMERGY 2 ソケットのラックとタワーモデルは、プロセッサテクノロジーの進歩により、アプ

リケーションの仮想化に最適なシステムとなっています。前世代のプロセッサをベースとするシステムと比

較して、仮想化性能が約 76 ％向上しています（最大構成で、vServCon スコアで測定）。 
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次のグラフは、レビュー対象のプロセッサで達成可能な仮想化性能値を比較したものです。 

 

プロセッサ間の大きな性能差は、その機能が影響していると考えられます。コア数、L3 キャッシュのサイ

ズ、CPU クロック周波数や、ほとんどのプロセッサタイプが対応しているハイパースレッディング機能と

ターボモードによって値が変わります。また、プロセッサ間のデータ転送速度（「QPI スピード」）も仮想

化性能に影響します。 

Xeon E5-2603 v3 および E5-2609 v3 プロセッサでは、ハイパースレッディング（HT）とターボモード

（TM）をサポートしていないため、低いパフォーマンスが見られます。基本的に、こうした最も処理能力

の低いプロセッサでは、仮想化環境への適応は限定的です。 

同じコア数のプロセッサグループ内では、CPU のクロック周波数によるパフォーマンスの違いが見られます。 

 

基本的には、メモリアクセス速度もパフォーマンスに影響します。ただし、仮想化環境のメインメモリを選

択するときのガイドラインとして、メモリアクセス速度よりも、メモリ容量が十分にあることが重要です。

ここで説明した vServCon スケーリング測定はすべて、プロセッサタイプによって異なりますが、最大 

2133 MHz のメモリアクセス速度で実行されました。メモリパフォーマンスと QPI アーキテクチャーの詳細

については、ホワイトペーパー『Xeon E5-2600 v3（Haswell-EP）搭載システムのメモリパフォーマンス』

を参照してください。 
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ここまでは、完全に構成されたシステムの仮想化性能について見

てきました。一方で、プロセッサを 1 基から 2 基に増やしたとき

に、どの程度パフォーマンスが向上するかという疑問もあります。

パフォーマンスの向上度が増せば、サーバ内のリソース共有によ

るオーバーヘッドは減少します。プロセッサ追加時の性能向上度

を示すスケーリング係数は、サーバの用途によって異なります。

サーバ統合用の仮想化プラットフォームとしてサーバを使用する

場合、プロセッサの追加で性能は 1.97 倍になります。 

つまり、Xeon E5-2699 v3 のグラフに示したように、2 基のプロ

セッサを使用すると、1 基のプロセッサを使用した場合に比べて、

仮想化性能が大幅に改善されます。 

 

 

 

次のグラフは、Xeon E5-2640 v3（8 コア）プロセッサおよび E5-2695 v2（14 コア）プロセッサを搭載し

た時の、VM 数の増加に対する仮想化性能を示しています。 

物理コア数の増加に加え

て 、 Intel
®
 Xeon

®
 

Processor E5-2600 v3 

Product Family のほとん

どでサポートされている

ハイパースレッディング

機能によって、多数の 

VM の稼動が可能になり

ます。ハイパースレッデ

ィング機能では、1 つの

物理プロセッサコアが結

果的に 2 つの論理コアに

分割されるため、ハイパ

ーバイザーが利用できる

コア数は 2 倍になります。

そのため、ハイパースレ

ッディング機能は、一般

的にシステムの仮想化性

能を向上させます。 

 

 

 

 

前のグラフでは、ホストの全アプリケーション VM の総合的なパフォーマンスを測定しました。しかし、

個々のアプリケーション VM のパフォーマンスも興味深いものです。この情報は、前のグラフから読み取れ

ます。例えば、高負荷で全体最適化された状態と、低負荷の状態での、個々のアプリケーション VM の仮想

化性能を考えます。上記の Xeon E5-2640 v3 環境では、24 のアプリケーション VM（8 タイル、アイドル

状態の VM を除く）を使用した場合が全体最適化された状態で、3 つのアプリケーション VM（1 タイル、

アイドル状態の VM を除く）を使用した場合が低負荷の状態です。1 タイルあたりの vServCon スコアは、

vServCon の 3 つのアプリケーションシナリオを通じた平均値です。1 タイルあたりの平均パフォーマンス

は、vServCon スコアが低負荷のケース（2.89）から全体最適化された状態（1.79=14.1/8）へ変化すると、

61 ％へと大幅に低下します。個々のアプリケーション VM の反応は、高負荷の状況では全く違ったものに

なります。ある特定の状況下では、仮想ホストの VM 数に関して、全体的なパフォーマンス要件と、個々の

アプリケーションのパフォーマンス要件のバランスをとる必要があります。 
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2008 年以降のプロセッサテクノロジーにおける仮想化関連の進歩は、一方では個別の VM に影響し、他方

では CPU をフル活用したときの使用可能な最大 VM 数に影響しています。次のグラフでは、この 2 つの側 

面における向上の度合いを比較し

ています。 

それぞれ最良のプロセッサ（下表

を参照）を使用した 2008 年のシ

ステム、2009 年のシステム、

2011 年のシステム、2012 年のシ

ステム、2013 年のシステム、および現在のシステムの類似の筐体構造を持つ 6 つのシステムにおいて、少

数 VM の場合と最高の最大パフォーマンスを比較しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

パフォーマンスの向上は、Xeon 5500 プロセッサ世代が登場した 2008 年から 2009 年にかけて最も顕著で

す（「拡張ページテーブル」（EPT）機能の実装などによる
1
）。VM の数が少ないケース（1 タイル）では、

vServCon スコアが 1.28 倍に増加しています。 

 
全体最適化した CPU フル稼動時のケースでは、vServCon スコアは、2.07 倍に増加しています。その理由

の 1 つは、個々の VM で実現できるパフォーマンスの向上です（グラフ左側の少数 VM のスコアを参照）。

もう 1 つの理由は、全体最適化された状態で実行可能な VM の数の向上です（ハイパースレッディング機能

                                                      
1
  EPT は、ホストとゲストのメモリアドレスのマッピングをハードウェアでサポートすることで、メモリの仮想化を高

速化します。 
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Y
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CPU
Freq.

#Cores

× 1.28 × 1.07

× 1.04
× 1.04

× 1.13

2008 2009 2011 2012 2013 2014/2015 

RX200 S4 RX200 S5 RX200 S6 RX200 S7 RX200 S8 RX2530 M1 

RX300 S4 RX300 S5 RX300 S6 RX300 S7 RX300 S8 RX2540 M1 

- - TX300 S6 RX350 S7 RX350 S8 RX2560 M1 

TX300 S4 TX300 S5 TX300 S6 TX300 S7 TX300 S8 TX2560 M1 

 

最高の 
パフォーマンス 

少数 VM  

vServCon 
スコア 

1 タイル 

最高の 
最大パフォー

マンス 

vServCon 
スコア 

最大 

2008 X5460 1.91 X5460 2.94@2 タイル数 

2009 X5570 2.45 X5570 6.08@ 6 タイル数 

2011 X5690 2.63 X5690 9.61@ 9 タイル数 

2012 E5-2643 2.73 E5-2690 13.5@ 8 タイル数 

2013 E5-2667 v2 2.85 E5-2697 v2 17.1@11 タイル数 

2014 E5-2643 v3 3.22 E5-2699 v3 30.3@18 タイル数 

仮想化に関連する改善 

少数 VM（1 タイル） 

http://jp.fujitsu.com/primergy


 ホワイトペーパー  パフォーマンスレポート PRIMERGY RX2530 M1 バージョン：1.2  2015-07-30 

 38/54 ページ http://jp.fujitsu.com/primergy 

の使用による）。ただし、VM の数を増やすことで個々の VM のパフォーマンスは低下しているため、全体

としての性能向上は、VM の数が 3 倍になったことによってもたらされたものと言えます。 

 

 

 

2009 年から 2014 年にかけて、テクノロジーは、厳密にはどの点で進歩を遂げたのでしょうか。 

低負荷状態での個々の VM のパフォーマンスについては、コアあたりのクロック周波数が最高のプロセッサ

でわずかに改善されています。仮想化パフォーマンスの増加は、個別の VM の性能向上によるものがすべて

ではありません。 

決定的に進歩を遂げた点は、物理コア数の増加と、それに関連した最大パフォーマンス値の向上です（グラ

フでは、1.58 倍、1.40 倍、1.27 倍、および 1.77 倍）。 

2011 年以前では、そのプロセッサ世代の最良のプロセッサタイプにおいて、クロック周波数もコア数も最

大でした。2012 年以降は、最適化方法が異なるプロセッサが利用可能となりました。例えば、コア数が少

なくてコアあたりのクロック周波数が高いバージョンや、コア数が多くてコアあたりのクロック周波数が低

いバージョンなどがあります。そのプロセッサの特徴は、「製品データ」の章にまとめられています。 

2009 年以降の仮想化環境におけるパフォーマンス向上の大部分は、利用可能な論理コアまたは物理コアが

増加した結果として、実行できる VM 数が増大したことによって達成されたものです。しかし、2012 年以

降は、仮想化環境のアプリケーションシナリオに応じて、2、3 個の VM または個々の VM で最大処理能力

が必要な場合に、最適化されたクロック周波数を備えた CPU の選択が可能となりました。 
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仮想化に関連する改善 
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VMmark V2 

ベンチマークの説明 

VMmark V2 は、ハイパーバイザーを使用した仮想化ソリューションにおけるサーバ統合の適合性比較を行

うために VMware が開発したベンチマークです。ベンチマークは、負荷生成用のソフトウェアに加えて、

定義済み負荷プロファイルおよび規定されたルールで構成されます。VMmark V2 によって得られたベンチ

マーク結果は、VMware に提出しレビューを経た後に VMware のサイト上で公開されます。実績あるベンチ

マークである「VMmark V1」の使用は 2010 年 10 月に中止され、代わって後継の「VMmark V2」が使用さ

れるようになりました。VMmark V2 では、2 台以上のサーバのクラスタが必要であり、仮想マシン（VM）

のクローン作成とデプロイ、負荷分散、vMotion や Storage vMotion による VM の移動といった、データセ

ンター機能も評価できます。 

「Performance Only」の結果のほか、VMmark のバージョン 2.5 からは、電力消費量を代わりに測定して、

「Performance with Server Power」の結果（サーバシステムのみの消費電力）や「Performance with Server 

and Storage Power」の結果（サーバシステムおよびすべてのストレージコンポーネントの消費電力）とし

て公開することもできます。 

 

VMmark V2 は、実際には新しいベンチマー

クではありません。VMmark V2 は、既存の

ベンチマークをワークロードとして統合す

るフレームワークで、これにより仮想化さ

れた統合サーバ環境の負荷をシミュレート

します。3 つの実績あるベンチマーク（それ

ぞれ、メールサーバ、Web 2.0、e コマース

のアプリケーションシナリオに対応）が、VMmark V2 に統合されています。 

これらの 3 つのアプリケーションシナリオは、合計 7 つの仮想マシンに 1 つずつ割り当てられます。さら

に、スタンバイサーバという 8 番目の VM がこれらに追加されます。これらの 8 つの VM が「タイル」を

形成します。測定対象となるサーバの処理能力によっては、全体として最大のパフォーマンスを達成するた

めに複数のタイルを並列して開始する必要があります。 

VMmark V2 の新機能に、ホスト 2 台ごとに 1 つ存在するインフラストラクチャーコンポーネントがありま

す。これにより、VM のクローン作成やデプロイ、vMotion、Storage vMotion によるデータセンター運用の

効率性が評価されます。このとき、DRS（Distributed Resource Scheduler）によるデータセンターの負荷

分散機能も使用されます。 

VMmark V2 のテストタイプ「Performance Only」での結果は「スコア」と呼ばれる数値であり、テスト対

象システムの仮想化パフォーマンスを表します。スコアは、サーバ集約によるメリットの最大合計値で、さ

まざまなハードウェアプラットフォームの比較基準として使用されます。 

このスコアは、VM の個々の結果とインフラストラクチャーコンポーネントの結果から導かれます。5 つの 

VMmark V2 アプリケーション VM またはフロントエンド VM のそれぞれが、各 VM でのアプリケーション

固有のトランザクションレートという形でベンチマーク結果を示します。スコアを正規化するために、各タ

イルのベンチマーク結果とリファレンスシステムでの結果との比率を求め、得られた値の幾何平均を算出し

ます。さらに、すべての VM について、同じ手順で求めた値を加算します。この値は、総合スコアの 80 ％

を決定します。また、ホスト 2 台ごとに 1 つ存在するインフラストラクチャーコンポーネントによるワー

クロードが、結果の 20 ％を決定します。インフラストラクチャーコンポーネントのスコアは、1 時間あた

りのトランザクション数と、秒単位の平均持続時間で示されます。 

実際にはスコアに加えて、タイル数がスコアと共に示されます。例えば「4.20@5 タイル」のように「スコ

ア@タイル数」と表します。 

2 つのテストタイプ「Performance with Server Power」と「Performance with Server and Storage Power」

の場合は、いわゆる「Server PPKW Score」と「Server and Storage PPKW Score」が決定されます。これ

は、パフォーマンススコアを平均消費電力（キロワット単位）で割ったものです（PPKW は Performance 

Per KiloWatt の略です）。 

この 3 つのテストタイプの結果は、相互に比較するべきではありません。 

VMmark V2 の詳細については、『ベンチマークの概要 VMmark V2』を参照してください。 

アプリケーションシナリオ 負荷ツール VM の数 

メールサーバ LoadGen 1 

Web 2.0 Olio クライアント 2 

e コマース DVD Store 2 クライアント 4 

スタンバイサーバ （IdleVMTest） 1 

http://jp.fujitsu.com/primergy
http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=a083d947-8a41-45d1-a112-8cd295595a95
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ベンチマーク環境 

一般的な測定環境を次に示します。 
 

 

SUT（System Under Test：テスト対象システム） 

ハードウェア 

サーバ数 2 

モデル PRIMERGY RX2540 M1 

プロセッサ Xeon E5-2699 v3× 2 

メモリ 「Performance Only」の測定結果： 

512 GB：32GB (1x32GB) 4Rx4 DDR4-2133 LR ECC × 16 

「Performance with Server Power」および「Performance with Server and Storage 

Power」の測定結果： 

384 GB：32GB (1x32GB) 4Rx4 DDR4-2133 LR ECC × 12 

ネットワーク 

インターフェース 

「Performance Only」の測定結果： 

10Gb SFP+ を持った Emulex OneConnect OCe14000 Dual Port Adapter 

DynamicLoM interface module × 1 
PLAN CP 2x1Gbit Cu Intel I350-T2 LP Adapter × 1 

「Performance with Server Power」および「Performance with Server and Storage 

Power」の測定結果： 

10Gb SFP+ を持った Emulex OneConnect OCe14000 Dual Port Adapter 

DynamicLoM interface module × 1 

ディスク 

サブシステム 

Dual port PFC EP LPe16002 × 1 

ファイバーチャネルのターゲットとして構成された PRIMERGY RX300 S8 × 2 

SAS-SSD (400 GB) × 7／6 

Fusion-io ioDrive
®
2 PCIe-SSD (1.2 TB) × 2 

RAID 0（数個の LUN で構成） 

合計：8440 GB 

ソフトウェア 

BIOS バージョン V5.0.0.9 R1.1.0 

BIOS 設定 「詳細」を参照 

オペレーティング 

システム 

VMware ESXi 5.5.0 U2 ビルド 1964139 

オペレーティング 

システム設定 

ESX 設定：「詳細」を参照 

 

複数の 

1Gb または 10Gb 

ネットワーク 

プライムクライアントを 

含む負荷ジェネレーターと

データセンター管理サーバ 

サーバ ストレージシステム 

 

SUT 

（System Under Test：テスト対象システム） 

vMotion 

ネットワーク 

 

クライアントと管理サーバ 

 

http://jp.fujitsu.com/primergy
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Details 

See disclosure http://www.vmware.com/a/assets/vmmark/pdf/2014-12-09-Fujitsu-RX2530M1.pdf 
http://www.vmware.com/a/assets/vmmark/pdf/2014-12-23-Fujitsu-RX2530M1-
serverPPKW.pdf 
http://www.vmware.com/a/assets/vmmark/pdf/2014-12-23-Fujitsu-RX2530M1-
serverstoragePPKW.pdf 

 
 
 
 

DMS（Datacenter Management Server：データセンター管理サーバ） 

ハードウェア（共通） 

シャーシ PRIMERGY BX600 

ネットワーク 

スイッチ 

PRIMERGY BX600 GbE Switch Blade 30/12 × 1 

ハードウェア 

モデル サーバブレード PRIMERGY BX620 S5 × 1 

プロセッサ Xeon X5570 × 2 

メモリ 24 GB 

ネットワーク 

インターフェース 

1 Gbit/s LAN × 6 

ソフトウェア 

オペレーティング 

システム 

VMware ESXi 5.1.0 ビルド 799733 

DMS（Datacenter Management Server：データセンター管理サーバ）VM 

ハードウェア 

プロセッサ 論理 CPU × 4 

メモリ 10 GB 

ネットワーク 

インターフェース 

1 Gbit/s LAN × 2 

ソフトウェア 

オペレーティング 

システム 

Microsoft Windows Server 2008 R2 Enterprise x64 Edition 

プライムクライアント 

ハードウェア（共通） 

シャーシ PRIMERGY BX600 

ネットワーク 

スイッチ 

PRIMERGY BX600 GbE Switch Blade 30/12 × 1 

ハードウェア 

モデル サーバブレード PRIMERGY BX620 S5 × 1 

プロセッサ Xeon X5570 × 2 

メモリ 12 GB 

ネットワーク 

インターフェース 

1 Gbit/s LAN × 6 

ソフトウェア 

オペレーティング 

システム 

Microsoft Windows Server 2008 Enterprise x64 Edition SP2 

  

http://jp.fujitsu.com/primergy
http://www.vmware.com/a/assets/vmmark/pdf/2014-12-09-Fujitsu-RX2530M1.pdf
http://www.vmware.com/a/assets/vmmark/pdf/2014-12-23-Fujitsu-RX2530M1-serverPPKW.pdf
http://www.vmware.com/a/assets/vmmark/pdf/2014-12-23-Fujitsu-RX2530M1-serverPPKW.pdf
http://www.vmware.com/a/assets/vmmark/pdf/2014-12-23-Fujitsu-RX2530M1-serverstoragePPKW.pdf
http://www.vmware.com/a/assets/vmmark/pdf/2014-12-23-Fujitsu-RX2530M1-serverstoragePPKW.pdf
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負荷ジェネレーター 

ハードウェア 

モデル PRIMERGY RX600 S6 × 2 

プロセッサ Xeon E7-4870 × 4 

メモリ 512 GB 

ネットワーク 

インターフェース 

1 Gbit/s LAN × 5 

ソフトウェア 

オペレーティング 

システム 

VMware ESX 4.1.0 U2 ビルド 502767 

負荷ジェネレーター VM（タイルあたり 1 つの負荷ジェネレーター VM） 

ハードウェア 

プロセッサ 論理 CPU × 4 

メモリ 4 GB 

ネットワーク 

インターフェース 

1 Gbit/s LAN × 1 

ソフトウェア 

オペレーティング 

システム 

Microsoft Windows Server 2008 Enterprise x64 Edition SP2 

 

 

 

国または販売地域によっては、一部のコンポーネントが利用できない場合があります。 

http://jp.fujitsu.com/primergy
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ベンチマーク結果 

「Performance Only」の測定結果（2014 年 12 月 9 日） 

2014 年 12 月 9 日、富士通は、Xeon E5-2699 v3 プロセッサを搭載した  PRIMERGY RX2530 M1 と 

VMware ESXi 5.5.0 U2 を使用して VMmark V2 スコアで「26.37@22 タイル」を達成しました。このとき

は、合計 2 × 36 のプロセッサコアを搭載するシステム構成で、「テスト対象システム」（SUT）には同一

のサーバを  2 台使用しました。上記の結果により、PRIMERGY RX2530 M1 は、公式の  VMmark V2

「Performance Only」ランキングで、2 台の同一ホストによる「マッチドペア」構成で 2 番目に強力な 2 ソ

ケットラック型サーバと評価されています（ベンチマーク結果の公表日現在）。 

競合他社製品との比較はすべて、2014 年 12 月 9 日現在のものです。最新の VMmark V2「Performance 

Only」の結果、および詳細な結果と構成データについては、http://www.vmware.com/a/vmmark/ を参照して

ください。 

次の図は、Intel® Xeon® Processor E5-2600 Product Family（v1／v2／v3）のプロセッサを 2 × 2 基

持った PRIMERGY RX2540 M1 と競合システム上位と PRIMERGY RX2530 M1の「Performance Only」

の結果を比較したものです。 

PRIMERGY RX2530 M1 では、PRIMERGY RX2540 M1 とほぼ同じレベルのパフォーマンスが得られます。 

 

使用したプロセッサでは、優れたハイパーバイザー設定によってプロセッサの機能を最適に利用できます。

そのため、これらのプロセッサの使用は、PRIMERGY RX2530 M1 がこの結果を達成するための重要な前提

条件でした。プロセッサの機能には、ハイパースレッディングが含まれます。これらはすべて、仮想化に対

して有効に機能します。 

すべての VM、それらのアプリケーションデータ、ホストオペレーティングシステム、および追加で必要な

データは、強力なファイバーチャネルディスクサブシステムに格納されました。このディスクサブシステム

は、ベンチマークの特定の要件を考慮して構成することもできます。SAS SSD や PCIe-SSD といったフラ

ッシュテクノロジーを強力なファイバーチャネルディスクサブシステムで使用することにより、ストレージ

メディアの応答時間がさらに向上しました。 

負荷ジェネレーターとのネットワーク接続は、10Gb LAN ポートを使って実装されています。ホスト間のイ

ンフラストラクチャー負荷接続は、1Gb LAN ポートを使って実装されています。 

使用したすべてのコンポーネントは、それぞれが最適に動作するように調整しました。 
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「Performance with Server Power」の測定結果（2014 年 12 月 23 日） 

2014 年 12 月 23 日、富士通は、Xeon E5-2699 v3 プロセッサを搭載した PRIMERGY RX2530 M1 と 

VMware ESXi 5.5.0 U2 を使用して VMmark V2「Server PPKW Score」で「23.6493@22 タイル」を達成し

ました。このときは、合計 2 × 36 のプロセッサコアを搭載するシステム構成で、「テスト対象システム」

（SUT）には同一のサーバを 2 台使用しました。上記の結果により、PRIMERGY RX2530 M1 は、公式の 

VMmark V2「Performance with Server Power」ランキングで、世界で 2 番目にエネルギー効率がよい仮想

サーバと評価されています（ベンチマーク結果の公表日現在）。 

競合他社製品との比較はすべて、2014 年 12 月 23 日現在のものです。最新の VMmark V2「Performance 

with Server Power 」 の 結 果 、 お よ び 詳 細 な 結 果 と 構 成 デ ー タ に つ い て は 、

http://www.vmware.com/a/vmmark/2 を参照してください。 

この図は、VMmark V2 の「Performance with Server Power」のすべての結果を示しています。 

PRIMERGY RX2530 M1 は 1U のラックサーバシステムで、コンパクトな構成でも優れた値が得られます。

2U の PRIMERGY RX2540 M1 より約 6％だけ劣りますが、2U の競合システムより明らかに良い結果が出

ています。 
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「Performance with Server and Storage Power」の測定結果（2014 年 12 月 23 日） 

2014 年 12 月 23 日、富士通は、Xeon E5-2699 v3 プロセッサを搭載した PRIMERGY RX2530 M1 と 

VMware ESXi 5.5.0 U2 を使用して VMmark V2「Server and Storage PPKW Score」で「19.7263@22 タイ

ル」を達成しました。このときは、合計 2 × 36 のプロセッサコアを搭載するシステム構成で、「テスト対

象システム」（SUT）には同一のサーバを 2 台使用しました。上記の結果により、PRIMERGY RX2530 M1 

は、公式の VMmark V2「Performance with Server and Storage Power」ランキングで、世界で 2 番目にエ

ネルギー効率がよい仮想サーバと評価されています（ベンチマーク結果の公表日現在）。 

競合他社製品との比較はすべて、2014 年 12 月 23 日現在のものです。最新の VMmark V2「Performance 

with Server and Storage Power 」 の 結 果 、およ び詳細 な結果 と構成 データ につい て は 、

http://www.vmware.com/a/vmmark/3 を参照してください。 

この図は、VMmark V2 の「Performance with Server and Storage Power」のすべての結果を示しています。 

PRIMERGY RX2530 M1 は 1U のラックサーバシステムで、エネルギー効率の高いディスクサブシステムと

同時に使用することで、コンパクトな構成でも優れた値が得られます。約 5％だけ、2U の PRIMERGY 

RX2540 M1 を同じエネルギー効率の高いディスクサブシステムと同時に使用した場合より劣りますが、2U 

のサーバを含む競合の構成より全体的に明らかに良い結果が出ています。 
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STREAM 

ベンチマークの説明 

STREAM は、メモリのスループットを測定するために長年使用されてきた総合的なベンチマークで、John 

McCalpin 氏がデラウェア大学に教授として在職中に、氏によって開発されました。現在はバージニア大学

でサポートされており、ソースコードを Fortran または C のいずれでもダウンロードできます。STREAM 

は、特に HPC（ハイパフォーマンスコンピューティング）分野で、重要な役割を担っています。例えば、

STREAM は、HPC Challenge ベンチマークスイートの一部として使用されています。 

このベンチマークは、PC とサーバシステムの両方で使用できるように設計されています。測定単位は、

[GB/s] であり、1 秒あたりにリード／ライト可能なギガバイト数です。 

STREAM では、シーケンシャルアクセスでのメモリスループットを測定します。メモリ上のシーケンシャ

ルアクセスは、プロセッサキャッシュが使用されるため、一般にランダムアクセスより高速です。 

ベンチマーク実行前に、測定環境に合わせて、STREAM のソースコードを調整します。また、プロセッサ

キャッシュによる測定結果への影響ができるだけ少なくなるよう、データ領域のサイズは、全プロセッサの

最後のレベルのキャッシュの総容量の 12 倍以上にする必要があります。ベンチマーク中にプログラムの一

部を並列実行するために、OpenMP プログラムライブラリを使用します。これにより、利用可能なプロセ

ッサコアに対して最適な負荷分散が行われます。 

STREAM ベンチマークでは、8 バイトの要素で構成されるデータ領域が、4 つの演算タイプに連続的にコピ

ーされます。COPY 以外の演算タイプでは、算術演算も行われます。 

 

演算タイプ 演算 ステップあたりのバイト数 ステップあたりの浮動小数点演算 

COPY a(i) = b(i) 16 0 

SCALE a(i) = q × b(i) 16 1 

SUM a(i) = b(i) + c(i) 24 1 

TRIAD a(i) = b(i) + q × c(i) 24 2 

 

スループットは、演算タイプ別に GB/s で表されます。しかし最近のシステムでは、通常、演算タイプによ

る値の差はほんのわずかです。そのため、一般的に、性能比較には TRIAD の測定値だけが使用されます。 

測定結果は、主にメモリモジュールのクロック周波数によって変わります。また、算術演算は、プロセッサ

によって影響を受けます。 

本章では、スループットを 10 のべき乗で表しています。（1 GB/s = 10
9
 Byte/s） 
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ベンチマーク環境 

SUT（System Under Test：テスト対象システム） 

ハードウェア 

モデル PRIMERGY RX2530 M1 

プロセッサ Intel
®
 Xeon

®
 Processor E5-2600 v3 Product Family × 2 

メモリ 16GB (1x16GB) 2Rx4 DDR4-2133 R ECC × 16 

ソフトウェア 

BIOS 設定 

EnergyPerformance = Performance 

プロセッサあたりのコア数 < 10： COD Enable = disabled, Early Snoop = enabled 

それ以外： COD Enable = enabled, Early Snoop = disabled 

オペレーティング 

システム 
Red Hat Enterprise Linux Server release 6.5 

オペレーティング 

システム設定 
Transparent Huge Pages inactivated 

コンパイラー Intel C++ Composer XE 2013 SP1 for Linux Update 1 

ベンチマーク Stream.c Version 5.9 

 

国または販売地域によっては、一部のコンポーネントが利用できない場合があります。 

http://jp.fujitsu.com/primergy
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ベンチマーク結果 

プロセッサ メモリ 

周波数 

[MHz] 

最大メモリ 

帯域幅 

[GB/s] 

コア数 プロセッサ 

周波数 

[GHz] 

プロセッサ数 TRIAD 
 

[GB/s] 

Xeon E5-2603 v3 1600 51 6 1.60 2 47.5 

Xeon E5-2609 v3 1600 51 6 1.90 2 58.2 

       
Xeon E5-2623 v3 1866 59 4 3.00 2 73.3 

Xeon E5-2620 v3 1866 59 6 2.40 2 88.9 

Xeon E5-2630L v3 1866 59 8 1.80 2 86.9 

Xeon E5-2630 v3 1866 59 8 2.40 2 89.9 

Xeon E5-2640 v3 1866 59 8 2.60 2 90.1 

       
Xeon E5-2637 v3 2133 68 4 3.50 2 89.9 

Xeon E5-2643 v3 2133 68 6 3.40 2 90.3 

Xeon E5-2667 v3 2133 68 8 3.20 2 90.3 

Xeon E5-2650 v3 2133 68 10 2.30 2 116 

Xeon E5-2660 v3 2133 68 10 2.60 2 115 

Xeon E5-2650L v3 2133 68 12 1.80 2 116 

Xeon E5-2670 v3 2133 68 12 2.30 2 118 

Xeon E5-2680 v3 2133 68 12 2.50 2 118 

Xeon E5-2690 v3 2133 68 12 2.60 2 118 

Xeon E5-2683 v3 2133 68 14 2.00 2 117 

Xeon E5-2695 v3 2133 68 14 2.30 2 118 

Xeon E5-2697 v3 2133 68 14 2.60 2 117 

Xeon E5-2698 v3 2133 68 16 2.30 2 117 

Xeon E5-2699 v3 2133 68 18 2.30 2 116 

 

次のグラフは、PRIMERGY RX2530 M1とその旧モデルである PRIMERGY RX200 S8 のスループットを比

較したものです。それぞれ最大のパフォーマンス構成になっています。 
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LINPACK 

ベンチマークの説明 

LINPACK は、1970 年代に Jack Dongarra 氏他数名によって、スーパーコンピュータの性能を評価するため

に開発されました。このベンチマークは、線形方程式系の解析および求解用のライブラリ関数を集めたもの

です。詳細は次のドキュメントで参照できます。 

http://www.netlib.org/utk/people/JackDongarra/PAPERS/hplpaper.pdf 

LINPACK は線形方程式系を解くコンピュータの速度の測定に使用できます。この目的のため、n × n のマト

リクスを設定し、-2 ～ +2 のランダムな数値を入れます。その後の計算は、部分ピボット選択を伴う LU 分

解で実行されます。 

このマトリクスには、8n² バイトのメモリが必要です。n × n のマトリクスの場合、求解に必要な演算回数

は、
2
/3n

3
 + 2n

2
 です。したがって、n の選択によって測定時間が決まります。つまり、n が 2 倍になれば、

測定時間はおよそ 8 倍になります。n の大きさも測定結果そのものに影響があります。n が増えていくと、

測定値は漸近的に限界に近づきます。そのため、マトリクスのサイズは通常、利用可能なメモリ容量に合わ

せます。また、システムのメモリ帯域幅が測定結果に及ぼす影響はわずかですが、完全には無視できません。

プロセッサのパフォーマンスが測定結果にとって決定的要因です。使用するアルゴリズムでは並列処理が可

能なため、特に、使用するプロセッサの数とそのプロセッサコアの数、それにクロック周波数が、きわめて

重要です。 

LINPACK を使用して、浮動小数点演算が 1 秒間に何回行われるかを測定します。この結果は Rmax と呼ば

れるもので、GFlops（Giga Floating Point Operations per Second：10 億回の浮動小数点演算／秒）で示さ

れます。 

コンピュータ速度の上限は Rpeak と呼ばれ、そのプロセッサコアが理論的に 1 クロックサイクルで実行可

能な、浮動小数点演算の最大回数から計算できます。 

Rpeak = クロックサイクルあたりの浮動小数点演算の最大回数 

× コンピュータのプロセッサコア数 

× 定格プロセッサ周波数 [GHz] 

LINPACK は、HPC（High Performance Computing：高性能計算）の分野で代表的なベンチマークの 1 つで

す。また、LINPACK は、HPC チャレンジベンチマーク（HPC 環境における他の性能的側面を考慮に入れ

たベンチマーク）を構成する 7 つのベンチマークの 1 つです。 

メーカーに依存しない LINPACK の結果は、http://www.top500.org/ で公開が可能です。これには、HPL に

基づいた LINPACK バージョンを使用することが前提条件です（http://www.netlib.org/benchmark/hpl/ を参

照）。 

Intel は、Intel プロセッサを搭載した個別システム用に、高度に最適化された LINPACK バージョン（共有メ

モリバージョン）を提供しています。ここで並行プロセスの通信は、「共有メモリ」（言い換えるなら、一

緒に使われるメモリ）を介して行われます。 Intel が提供するもう  1 つのバージョンは、HPL（High 

Performance Linpack：高性能 Linpack）に基づくものです。ここでの LINPACK プロセスの相互通信は、

openMP と MPI（Message Passing Interface：メッセージ通信インターフェース）を介して行われます。こ

れにより、並行プロセス間通信、あるいはやコンピュータ間の通信も、可能になります。どちらのバージョ

ンも、http://software.intel.com/en-us/articles/intel-math-kernel-library-linpack-download/ からダウンロードで

きます。 

グラフィックス処理ユニット（GPGPU）で汎目的計算のためにグラフィックスカードを使用する場合は、

メーカー固有の LINPACK バージョンも関与します。これらは HPL に基づくもので、グラフィックスカー

ドとの通信に必要な拡張機能が含まれています。 

  

http://jp.fujitsu.com/primergy
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ベンチマーク環境 

SUT（System Under Test：テスト対象システム） 

ハードウェア 

モデル PRIMERGY RX2530 M1 

プロセッサ Intel
®
 Xeon

®
 Processor E5-2600 v3 Product Family × 2 

メモリ 16GB (1x16GB) 2Rx4 DDR4-2133 R ECC × 16 

ソフトウェア 

BIOS 設定 EnergyPerformance = Performance 

COD Enable = disabled 

Early Snoop = disabled 

Xeon E5-2603 v3、E5-2609 v3 以外のすべてのプロセッサ： 

Turbo Mode = Enabled (default) 
 = Disabled 
Hyper-Threading = Disabled 

オペレーティング 

システム 
Red Hat Enterprise Linux Server release 7.0 

ベンチマーク 共有メモリバージョン：Intel Optimized LINPACK Benchmark 11.2 for Linux OS 

 

国または販売地域によっては、一部のコンポーネントが利用できない場合があります。 
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ベンチマーク結果 

プ
ロ
セ
ッ
サ

 

コ
ア
数

 

定
格
周
波
数

 [
G

H
z
] 

プ
ロ
セ
ッ
サ
数

 

R
p

e
a

k
 

[G
F

lo
p

s
] 

R
m

a
x
（
タ
ー
ボ
モ
ー
ド
な
し
）

 

[G
F

lo
p

s
] 

効
率

 

R
m

a
x
（
タ
ー
ボ
モ
ー
ド
あ
り
）

 

[G
F

lo
p

s
] 

効
率

 

Xeon E5-2623 v3 4 3.00 2 384 336 88 ％ 365 95 ％ 

Xeon E5-2637 v3 4 3.50 2 448 388 87 ％ 388 87 ％ 

         
Xeon E5-2603 v3 6 1.60 2 307 273 89 ％   

Xeon E5-2609 v3 6 1.90 2 365 321 88 ％   

Xeon E5-2620 v3 6 2.40 2 461 411 89 ％ 442 96 ％ 

Xeon E5-2643 v3 6 3.40 2 653 565 87 ％ 579 89 ％ 

         
Xeon E5-2630L v3 8 1.80 2 461 432 94 ％ 454 98 ％ 

Xeon E5-2630 v3 8 2.40 2 614 575 94 ％ 587 96 ％ 

Xeon E5-2640 v3 8 2.60 2 666 597 90 ％ 597 90 ％ 

Xeon E5-2667 v3 8 3.20 2 819 762 93 ％ 765 93 ％ 

         
Xeon E5-2650 v3 10 2.30 2 736 686 93 ％ 702 95 ％ 

Xeon E5-2660 v3 10 2.60 2 832 713 86 ％ 712 86 ％ 

         
Xeon E5-2650L v3 12 1.80 2 691 542 78 ％ 541 78 ％ 

Xeon E5-2670 v3 12 2.30 2 883 823 93 ％ 829 94 ％ 

Xeon E5-2680 v3 12 2.50 2 960 838 87 ％ 838 87 ％ 

Xeon E5-2690 v3 12 2.60 2 998 896 90 ％ 896 90 ％ 

         
Xeon E5-2683 v3 14 2.00 2 896 835 93 ％ 874 98 ％ 

Xeon E5-2695 v3 14 2.30 2 1030 929 90 ％ 929 90 ％ 

Xeon E5-2697 v3 14 2.60 2 1165 1017 87 ％ 1017 87 ％ 

         
Xeon E5-2698 v3 16 2.30 2 1178 1084 92 ％ 1086 92 ％ 

         
Xeon E5-2699 v3 18 2.30 2 1325 1185 89 ％ 1186 90 ％ 

 

Rmax = 測定結果 

Rpeak = クロックサイクルあたりの浮動小数点演算の最大回数 

× コンピュータのプロセッサコア数 

× 最大プロセッサ周波数 [GHz] 

「製品データ」のセクションで説明しているように、Intel では原則として、製造上の公差により、プロセッ

サモデルで最大ターボ周波数が達成できることを保証していません。AVX 命令を集中的に使用し、クロッ

クユニットあたりの命令数が多い LINPACK で生成されるようなワークロードについては、さらに制限が適

用されます。また、電流消費の上限に達する前に、プロセッサの電力消費および温度の上限に達すると、コ

アの周波数も制限されることがあります。そのため、ターボモードを使用しても、使用しない場合に比べて

パフォーマンスが低下することがあります。そのような場合は、BIOS オプションでターボ機能を無効にし

てください。 
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システム比較 

次のグラフは、PRIMERGY RX2530 M1とその旧モデルである PRIMERGY RX200 S8 のスループットを比

較したものです。それぞれ最大のパフォーマンス構成になっています。 
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関連資料 

PRIMERGY サーバ 

http://jp.fujitsu.com/primergy 

PRIMERGY RX2530 M1 

このホワイトペーパー： 

 http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=2b2fb785-30f8-4277-9d4a-c3083476c197 
 http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=8fcfa982-2a17-4eac-b796-05702e93fba2 
 http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=5b7faa9f-d6be-45a3-b14d-938f600ef1c7 

データシート（英語） 

http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=afc62316-7690-4222-814b-ad0203928a07 

PRIMERGY のパフォーマンス 

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/performance/ 

コンポーネント別性能情報 

Xeon E5-2600 v3搭載システムのための BIOS最適化 

http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=2009eb5b-f273-4f1f-94ef-07f1d0304255 

Xeon E5-2600 v3（Haswell-EP）搭載システムのメモリパフォーマンス 

http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=342460c7-d7ec-4a7c-ade8-c33016154215 

RAID コントローラーのパフォーマンス 

http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=e34159fa-0196-4a01-99ff-8792b5f644eb 

ディスク I/O：パフォーマンス – ストレージ媒体と RAID コントローラー 

ディスク I/O パフォーマンスの基本 

http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=35801735-a223-491a-a879-43f506444366 

Iometer についての情報 

http://www.iometer.org 

LINPACK 

The LINPACK Benchmark: Past, Present, and Future 
http://www.netlib.org/utk/people/JackDongarra/PAPERS/hplpaper.pdf 

TOP500 
http://www.top500.org/ 

HPL - A Portable Implementation of the High-Performance Linpack Benchmark for Distributed-
Memory Computers 
http://www.netlib.org/benchmark/hpl/ 

Intel Math Kernel Library – LINPACK Download 
http://software.intel.com/en-us/articles/intel-math-kernel-library-linpack-download/ 

OLTP-2 

ベンチマークの概要 OLTP-2 

http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=9775e8b9-d222-49db-98b1-4796fbcd6d7a 

SPECcpu2006 

http://www.spec.org/osg/cpu2006 

ベンチマークの概要 SPECcpu2006 

http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=00b0bf10-8f75-435f-bb9b-3eceb5ce0157 

SPECpower_ssj2008 

http://www.spec.org/power_ssj2008 

ベンチマークの概要 SPECpower_ssj2008 

http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=a133cf86-63be-4b5a-8b0f-a27621c8d3c5 
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STREAM 

http://www.cs.virginia.edu/stream/ 

VMmark V2 

ベンチマークの概要 VMmark V2 

http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=a083d947-8a41-45d1-a112-8cd295595a95 

VMmark V2 
http://www.vmmark.com 

vServCon 

ベンチマークの概要 vServCon 

http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=c3d5ce5d-5610-43c6-86b4-051549940a71 

お問い合わせ先 

富士通 

Web サイト：http://jp.fujitsu.com/ 

PRIMERGY のパフォーマンスとベンチマーク 

mailto:primergy.benchmark@ts.fujitsu.com 
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